
茨城県教育財団文化財調査報告第156集

（仮称）荒川本郷土地区画整理事業

地内埋蔵文化財調査報告書Ⅲ

実穀寺子西遺跡

咋青竜司
平成12年　3　月

都市基盤整備公団茨城地域支社

財団法人　茨城県教育財団



茨城県教育財団文化財調査報告第蟻集

臓減緋監椰毅瓢敷地区画整理事業

二三二三〒二二三二芋三三三＿一喜一≡二二

じっこくてらこにし

芙穀寺子商遺跡

平成12年　3　月

都市基盤整備公団茨城地域支社

財逮法人　茨城県教育財団



実穀寺子西遺跡遠景（南から北方向を望む）

第1号軍事施設跡（高角砲台跡）



序

阿見紺と都市基盤整備公団は　荒川本郷地区において良好な住環境

を有する住宅の供給を行うための土地区画整理事業を進めております。

その事業予定地内にはタ　実穀古墳群夕　実穀寺子遺跡及び実穀寺子酋

遺跡が所在しております。そのため撃　財団法Å茨城県教育財団は撃　住

宅◎都市整備公団　平成且年摘月旦目に都市基盤整備公団と名称変更）

から開発地内の埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け　平成7

年度から平成摘年度にかけて発掘調査を実施してまいりました。調査

の成果の一部はすでに　茨城県教育財団文化財調査報告第摘集』タ

茨城県教育財団文化財調査報告第蟻集』として報告したところで

あります。

本書は　平成　年4月から平成　年は月　平成摘年9月から平成摘

年温鯛に調査を行った実穀寺子酋遺跡の調査成果を収録したものであ

ります。本書が学術的な研究資料としてはもとよ娠　郷土の歴史に対

する理解を深め　ひいては教育◎文化の向上の一助として撃　広く活用

されることを希望いたします。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である都市基

盤整備公団からいただいた多太な御協力に対しタ　心から感謝申し上げ

ます。

また夢　茨城県教育委員会夕　阿見町教育委員会をはじめタ　関係各機関

及び関係各位から御指導夕　御協力を賜りましたことに対しタ　衷心より

感謝の意を表します。

平成且2年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳∴郎



例 醐

1　本書は，住宅。都市整備公団（平成11年10月1日，都市基盤整備公団と名称を変更）の委託により，財団

法人茨城県教育財団が，平成9年度及び平成10年度に発掘調査を実施した，茨城県稲敷郡阿見町実穀に所在

する実穀寺子西遺跡の発掘調査率艮告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

第1次調査　平成9年4月1日～平成9年12月31日

第2次調査　平成10年9月1日～平成10年12月31日

第1次整理　平成11年1月1日～平成11年3月31日

第2次整理　平成1、1年7月1日一平成11年9月30日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第1課長沼田文夫の指揮のもと，第1次調査を調査第1班長横堀孝徳，主任調

査員新井聡，副主任調査員浅野和久が，第2次調査を調査第3正長田所則夫，主任調査員宮疇修士，柴田博

行が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆e編集は，整理課長川井正一，首席調査員萩野谷悟の指揮のもと，第1次整

理を主任調査員宮崎修士，柴田博行が，第2次整理を主任調査員宮崎修士が担当した。執筆は，第3章3節

1竪穴住居跡を宮崎と柴田が担当し，それ以外の執筆と編集を宮崎が担当した。

5　本書の作成にあたり，軍事施設跡については以下の方々から御教示をいただいた。

土浦市在住　浅野力松氏，名古屋市見晴台考古資料館学芸員　伊藤厚史氏，土浦市在住郷土史家　内11摘屯

子氏，阿見町在住郷土史家　大竹房雄氏，群馬県埋蔵文化財調査事業団主幹　菊池実氏，土浦市在住　窪田

恵一氏，防衛庁防衛研究所事務官　柴田武彦氏，島根県斐川町教育委員会文化課文化財係主任　宍道年弘氏

6　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



凡 例

1　遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を用いて区画し，Ⅹ＝960m，Y＝31，720mの交点を基準

点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

…，とし，その組み合わせで「Al区」，「B2区」のように呼称した。

さらに，小調査区も同様に北から南へa，b，C・・・j，西から東へ1，2，3…0と小文字を付し，名称

は大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡TSI　土坑－SK　井戸－SE　溝－SD　軍事施設跡－G　柱穴－P

遺物　土器－P　土製品TDP　石器・石製品－Q　金属製品－M　拓本記録土器－TP　その他－Y

土層　撹乱－K

3　遺構及び遺物の実測図中の表示は次のとおりである。

Eコ炉　Eヨ焼土　田コンクリート　Eヨ砂・砂利　匡∃繊維　臣∃赤彩

●土器　　　○土製品　　　□石器・石製品　　　△金属製品　　　－－－硬化面

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帳』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　図版及び表の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺構全体図は縮尺200分の1とし，各遺構の実測図は，縄文時代と古墳時代が60分の1，近代が150分の

1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺で掲載した。

（3）住居跡の「主軸方向」は，炉と出入り口部を通る軸線を主軸とし，その主軸が座標北からみて，どの方

向に，何度ふれているかを，例えば「N－100－E」のように表示した。手掛かりがない場合は南北に近い

軸線を主軸と見なした。

なお，〔〕を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A－口径，BT器高，C一底径，D一高台径，E一高台高とし，単位はcmである。な

お，現存値は（），推定値は〔〕を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測番号（P，DP，Q，M，Y），出土位置及びその他必

要と思われる事項を記した。

（6）写真図版中の遺物に付した番号は挿図と遺物の番号である。

6　土器の編年は，樫村宣行氏の「和泉式土器編年考一茨城県を中心として－」（『研究ノート』5号　茨城

県教育財団1996年）に基づいて行った。近代の戦争遺跡の分類は，伊藤厚史氏の「愛知における戦争遺

跡の調査」（『日本考古学協会1998年度沖縄大会発表資料』）に基づいて行った。
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第胤章　調　査　経　緯

第温節　調査に至る経緯

阿見町と住宅魯都市整備公団は，荒川本郷地区において良好な住環境を有する住宅の供給を行うための土地

区画整理事業を進めている。

平成6年日月1日，住宅の都市整備公団つくば開発局は，茨城県教育委員会あてに事業地内における埋蔵文

化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。茨城県教育委員会は，11月2日～8日に現地踏査，11

月28日～12月2日に試掘調査を実施し，平成7年2月20日に，実穀寺子遺軋　実穀古墳乳　北古辺古風　実穀

寺子酋遺跡が所在することを，住宅e都市整備公団つくば開発局に回答した。

平成9年3月1日ヨ，住宅e都市整備公団つくば開発局は茨城県教育委員会あてに，実殻寺子酋遺跡（21，751

扉）の取り扱いについて協議した。その結果，茨城県教育委員会は，3月17日言己録保存とする旨回答をし，

調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は4月1日から発掘調査を開始したが言童構数が少なく，調査が早期に終了する見

込みとなったため，9月30日，財団法人茨城県教育財団は茨城県教育委員会あてに，発掘調査計画の変更につ

いて協議をした。10月13日，茨城県教育委員会は住宅。都市整備公団茨城地域支社（つくば開発局の名称変更）

あてに発掘調査の変更について，事業の円滑な推進を勘案して，実殻寺子西遺跡（2L751m2）の調査終了後，

新たに実殻寺子遺跡（2，974nf）を調査し，併せて調査期間を3か月短縮する旨の協議をした。10月24日，住宅

e都市整備公団茨城地域支社は茨城県教育委員会あてに，発掘調査計画の変更について，異議のない旨の回答

をした。ただし，実殻寺子遺跡の一部（154nf）は調査面積から除外された。10月31日，茨城県教育委員会は，

財団法人茨城県教育財団あてに，発掘調査計画の変更について，調査期間を12月3日までとし，併せて当初の

調査面積21，571。fを24，391nfとし，増加分2，820m2については，実殻寺子遺跡を調査する旨の解答をし，調査機

関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

平成10年3月1日，住宅・都市整備公団茨城地域支社は，茨城県教育委員会あてに実殻寺子遺跡（14，539n結

実殻寺子西遺跡（1，893r詳）の取り扱いについて協議した。3月13日，茨城県教育委員会は住宅。都市整備公団

茨城地域支社あてに実穀寺子遺跡（14，539m2），実穀寺子西遺跡（1逐93nf）を記録保存とする旨の回答をし，

調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

6月30日，茨城県教育委員会は，住宅。都市整備公団茨城地域支社あてに笑殺寺子遺跡，実穀寺子西遺跡の

発掘調査計画について，開始時期を当初計画の7月1日から9月1日に変更し，調査期間を2か月短縮し，調

査面積及び終了時期については変更しない旨の協議をした。8月27日，住宅。都市整備公団茨城地域支社は茨

城県教育委員会あてに，荒川本郷土地区画整理事業に係わる発掘調査計画の変更について，異議のない旨の回

答をした。

財団法人茨城県教育財団は9月1日から発掘調査に着手したが，遺構数が少なく，調査が早期に終了する見

込みとなったため，11月9日，調査計画の変更について茨城県教育委員会に協議をした。11月18日，茨城県教

育委員会は住宅。都市整備公団茨城地域支社あてに，実殻寺子遺臥　実穀寺子西遺跡の発掘調査の終了時期を

当初計画の平成11年3月31日から平成10年12月31日に変更し，平成11年1月1日から3月31日までは実穀寺子

遺跡と実殻寺子西遺跡の整理事業期間とする旨の協議をした。同10年12月14日，住宅e都市整備公団茨城地域
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支社は，茨城県教育委員会あてに発掘調査計画の変更について，異議のない旨の回答をした。

なお，住宅e都市整備公団茨城地域支社は，平成11年10月1日，名称を都市基盤整備公団茨城地域支社と変

更した。

第2節　調査経過

実穀寺子酋遺跡の発掘調査は，平成9年4月1日から平成9年12月31日までと，平成10年9月1日から平成

10年12月31日までの期間実施した。以下，調査経過の概要を月ごとに記述する。

平成9年度

4月　　8日に現場事務所と現場倉庫を立ち上げた。16日から室内補助員及び現場補助員を雇用し，現場事務

所への発掘器材や物品の搬入等発掘調査の準備を行い，17日に試掘を実施した。

5月　　1日に試掘が終了し，2日から人力による表土除去を実施した。

6月　　前月に引き続き人力による表土除去を進めた。4日に表土除去が終了し，遺構確認作業を始め，12日

までに土坑35基と溝6条を確認した。13日に遺構調査を開始し，27日からは遺構調査と並行して調査区

西側の試掘を実施した。

7月　　前月に引き続き土坑と溝の遺構調査と試掘を進め，27日に重機による試掘をした。

8月　　前月に引き続き土坑と溝の遺構調査を進め，4日に軍事施設跡の遺構調査を開始した。8日から，遺

構調査と並行して重機による表土除去を実施した。

9月　　前月に引き続き言鷺構調査と重機による表土除去を並行して進め，5日に重機による表土除去が終了

した。8日から遺構調査と並行して遺構確認作業を実施した。11日に遺構確認作業が終了し，住居跡6

軒を確認した。24日から軍事施設跡の遺構調査と並行して住居跡の遺構調査を実施した。

10月　　前月に引き続き軍事施設跡と住居跡の遺構調査を進めた。

11月　　前月に引き続き軍事施設跡と住居跡の遺構調査を進め，6日に報道発表を実施した。11日に現地説明

会を開催した。

12月　　前月に引き続き16日まで遺構調査を進めた。17日に委託者に発掘調査の成果の報告をし，補足調査を

始めた。22日に補足調査を終了し，24日までには安全対策を含め現地調査をすべて終了した。

平成10年度

9月　　1日に現場事務所への発掘器材と物品の搬入をし，発掘調査の諸準備をした。3日から室内補助員を，

16日から現場補助員を雇用し，17日から遺跡の清掃を行った。

10月　　8日に試掘を始め，15日に軍事施設跡の遺構確認図を作成した。19日に業者による立木伐採を行い，

重機による表土除去を開始した。23日に表土除去が終了し，27日に遺構確認作業をした。軍事施設跡1

基と土坑8基を確認した。

11月　　5日から，軍事施設跡の遺構調査を実施した。

12月　　前月に引き続き軍事施設跡の遺構調査を進めた。2日に幸艮道発表を実施し，5日に現地説明会を開催

した。8日から軍事施設跡の遺構調査を再開し，9日にセスナによる航空写真撮影を実施した。11日か

ら14日まで補足調査を行い，16日までに安全対策を含め現地調査をすべて終了した。
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第2章　位置　と　環境

第温節　地理的環境

実穀寺子西遺跡は，茨城県稲敷郡阿見町実穀字寺子地区に所在する。実穀を子地区は阿見町南西部，JR常

磐線荒川沖駅から南東に約3kmほどに位置する。

当遺跡は，茨城県南西部に広がる稲敷台地上に立地している。稲敷台地は，標高25～28mの洪積台地であり，

土浦市，龍ヶ崎市，江戸崎町を結ぶ三角地管の中にその大部分が入り，阿見町もその一角に入っている。阿見

町の東部から東南部の台地は清明川，桂川，乙戸川とその支流の開軒を受けている。当遺跡の南側を流れる乙

戸川は，土浦市の乙戸沼を水源とし，牛久市の井の岡で桂川を合わせ，島田付近で小野川と合流し，霞ケ浦に

流入する。当遺跡は霞ケ浦から6kmの距離がある。当遺跡付近では乙戸川の支流が台地を開析しており，乙戸

川の河岸から延びる支谷は浅く長い。

当遺跡の立地は，乙戸川から北に延びる支谷の東側台地上で，乙戸川の河岸に開ける水田との比高は約7m

である。

台地の地層は，第四紀洪積世古東京湾時代に堆積した成田層が基盤となり，下部から上部にかけて，成田層

下部，成田層上部，龍ヶ崎砂礫層，常総粘土層，関東ローム層の順で堆積している。堆積状況は，水平かつ単

調で，摺曲や断層はみられない。

調査前の現況は，畑。山林の雑種地である。

《参考文献≫

e阿見町史編さん委員会　『阿見町史』　阿見町1983年3月

e茨城県農地部農地課　『土地分類基本調査　土浦』1983年12月

第2節　歴史的環境

1　旧石器時代から中世

じ′）こく　　　　　　　　しノ）こくてらこ

実穀寺子西遺跡〈1〉　周辺の旧石器時代の遺跡としては，実穀古墳群　〈2〉，実殻寺子遺跡　〈3〉　がある。
つかした　　　　　　とうき　　　　　　　しもこいけ

縄文時代の遺跡としては，実穀寺子西遺跡，実殻寺子遺跡，塚下遺跡　〈4〉，道記遺跡　〈5〉，下小池遺跡
しもこいけひがし　　　　　　ふくた

〈6〉，下小池東遺跡〈7〉，福田遺跡〈8〉　がある。実穀寺子遺跡，下小池遺跡，下小池東遺跡では，縄文時

代前期の土器が出土した。

弥生時代の遺跡としては，道記遺跡がある。

古墳時代の遺跡の占地は，縄文時代の遺跡とほぼ同じであり，乙戸川の両岸の台地上に点在している。

古墳時代前期の遺跡としてほ，下小池遺跡がある。

古墳時代中期の遺跡としてほ，乙戸川左岸の台地上には，実穀寺子西遺跡，実穀古墳群（集落遺跡），実穀寺
なか．ね

子遺跡，下小池遺跡が，乙戸川右岸の台地上には中根遺跡　〈9〉　がある。実殻寺子遺跡は5世紀中葉の時期の

集落跡であり，住居跡から石製模造品が出土した。集落の北東部では方形周溝墓2基が検出された柚。この時

ー3－



期の集落では沖積低地を利用した農耕を中心に生活が営まれ，文化面では大和朝廷の影響が及んできていたと

考えられる。

古墳時代後期の遺跡としては，下小池遺跡，下小池東遺跡がある。
おいやま　　　　　　　おお

古墳は，乙戸川両岸の台地上に点在している。乙戸川左岸の台地上には，実穀古墳群，於山古墳〈10〉，太
っか　　　　　ほりこへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つかこし

塚古墳く11〉，北古辺古墳〈12〉，だめき古墳くユ3〉があり，乙戸川の支流をはさんだ対岸の台地上には，塚越

古墳群〈14〉　がある。実穀古墳群は5世紀末から6世紀後葉にかけて構築された古墳群であり，第4号境から
ないき

直刀が出土した。古墳群が営まれた時期の集落跡は確認されていない（2）。乙戸川右岸の台地上には，内記古墳
ことづか　　　　　　みずおちした

群〈15〉がある。小野川左岸の台地上には，琴塚古墳〈16〉，水落下古墳〈17〉がある。

奈良。平安時代の遺跡としては，福田遺跡がある。
かみこいけ

中世の遺跡としてほ，乙戸川左岸に，上小池城跡〈18〉，下小池城跡〈19〉，福田城跡〈20〉がある。

以上のように，当遺跡周辺の乙戸川と小野川沿いの台地上は，各時代にわたり，人々が生活を営んできた跡

が残っている。

2　近◎現代

近代になり，阿見町の霞ケ浦西岸に面した平坦な台地上と霞ケ浦湖岸は，海軍の軍事施設が置かれ，重要な

軍事拠点の一つとなった。当遺跡〈①〉北東約2～6kmの霞ケ浦湖岸及び台地上に，第一海軍航空痕跡〈②〉

と海軍兵学校卒業生の飛行学生や予科練習生の教育訓練をする，内戦部隊の第11連合航空隊所属の土浦海軍航

空隊跡〈③〉，霞ケ浦海軍航空隊跡〈④〉　などの基地乳　海軍軍需部霞ケ浦支部跡〈⑤〉，海軍経理部支部跡

〈⑥〉，海軍気象学校跡〈②〉，飛行艇格納庫跡〈⑧〉，中島飛行機製作所阿見出張所跡〈⑨〉等の関連施設群が

ある。当遺跡で確認された防空砲台跡は南砲台と呼ばれ，北砲台〈⑲〉　とともに霞ケ浦海軍航空隊基地を防衛

する軍事施設であった。他に土浦海軍航空隊基地を防衛する青宿高地砲台跡〈⑪〉がある。

霞ケ浦沿岸の台地上と湖岸にある海軍の軍事施設は，B29爆撃機やP51艦載機の空襲による被害を受けは），阿

見町は戦時災害地方に指定された。戦後，昭和26年に阿見町忠霊塔〈⑫〉が，30年に海軍航空殉職者慰霊塔〈⑲〉

が，41年に予科練の碑〈⑲〉　が建立された。

※文中の〈　〉内の番号は，表1。2，第1。2図中の該当番号と同じである。

註

（1）茨城県教育財団「荒川本郷地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅲ）実穀寺子遺跡2」『茨城県教

育財団文化財調査報告』第151集1999年

（2）茨城県教育財団　「荒川本郷地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（I）実穀古墳群・実穀寺子遺跡1」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第144集1999年

（3）内山純子　「海軍航空隊と阿見地域」　『阿見町史研究』第2号1981年

参考文献

e阿見町史編さん委員会　『阿見町史』1983年

・牛久市教育委員会　『牛久市史史料編』1979年

e熊谷　直　「開戦時の陸海軍航空部隊」『太平洋戦争　陸海軍航空隊』成美堂出版株式会社1979年

e十菱駿武　「戦争遺跡とは」『戦争遺跡は語る』かもがわ出版1999年
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表且　案殻寺子酋遺跡周辺遺跡一覧表

図

中

番

にコ写

遺　跡　名

県 時　　　　 代 図

中

番

号

遺　跡　名

；

鳥

番

【：コ写

時　　　　 代

、彪フ恩

i 警

ii

°　　　　　　　　●骨 」 斗 主

旧縄 弥 古i奈 中「近

良 ． ．
石　　 遠 近 硯

器　文　生　埴　安　世　代
ま

① 実穀寺子西遺跡 回　 桓 ［ ○ im 太　塚　古　墳 5699
i 回

2 実穀古埴群 5697 ○
回　 回

12 北 古辺古墳 5700
O i
i

3 実穀寺子遺跡 ○ O i 回 io 13 だめ　き　古墳 5（う98
回

4 塚　下　遺　跡 5240
io 回 i 14 塚 越古墳群 5705

回

回 i 15 内記古埴群 5702
O i

5 追　記　遺　跡 5704 ○ ○
回 ！ 16 琴塚古墳群 3377

i ○6 下　小池遺跡 3975 ○

7 下小池東遺跡 3976
io ；○ ［！ 17 水 落下古墳 3378

i
i ○

8 福　田言贅 、跡 5706 ○
O i○ ii 18 上　小池城跡 3982

‖ つ ○

9 中　根　遺　跡 5703 （⊃ ！ 19 下　小池城跡 3975 ！ ○

10 於　山　古　埴 5701
〇日 目 20 福　田　城　跡 3984

！ ‖ ○

衷2　実毅寺子西遺跡（商砲台跡）周辺戦争関連施設跡一覧表

図 区　　　　 別 図 区　　　　 別

中
施　 設　 名

政　 軍 生　 戟　 居　 二哩　交　 そ 中

施　 設　 名

政 軍 生

産

戦 居

住

地

埋

葬

交

通

そ

i：
番

治　 事

●　　　　　　　　°

闘
響 住　　 の 番

にコ

治

°

事

°
防

′まr

闘
地

°行　 防

′か 産
戦
目　　　　　　　　　　　　ヽ

行

政

戦
目E二コ号 政 僻 場　 地 葬 i適 他 号 僻 場

①
南　′砲　　台　　跡
（実殻寺子西遺跡）

！。 i i i ⑧ 飛「行艇格納庫跡！ ○
i⑨ 中島飛行機製作所

阿　見　出　張　所　跡
○

② 第一海軍航空廠跡 ○ i

③土浦海軍航空隊跡 ○ 日日 ⑲北　砲　台　跡（鳥　山） ○

④霞ケ浦海軍航空隊跡I ○ ⑪ 青宿高地砲台跡 C〕

⑤海　軍　軍　需　部霞　ケ　浦　支　部　跡
i。・ i i ⑲忠　　　霊　　　塔 ○

⑲ 海軍航空殉職者慰霊塔 ○

⑥ 海軍経理部支部跡 ！○ ！ ！ ⑲ 予　 科　 練　 の　 碑 ○

② 海軍気象学校跡 ○ ‖
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岡

第1図　実穀寺子西遺跡周辺遺跡分布図
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市

実 穀

第2図　実穀寺子西遺跡（南砲台跡）周辺戦争関連施設跡分布図
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

実穀寺子西遺跡は，阿見町北西部，乙戸川左岸の標高23－24mの台地上に所在する。現況は山林及び畑地で

あり，調査面積は，平成9年度が21，751n圭　平成10年度が1，893m2である。当遺跡は，古墳時代中期の集落跡と

近代の軍事施設跡であり，南で実穀古墳群に隣接している。当遺跡の北東約2－6kmの範囲には海軍の軍事施

設跡群があり，当遺跡南東側調査区域外の雑木林内には，高角砲の砲床が露出した高角砲台跡が1基存在する。

検出された遺構は，竪穴住居跡6軒，井戸跡1基，土坑35基及び近代の軍事施設跡5基と溝4条である。遺

物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に16箱出土している。旧石器時代の石器（尖頭器），剥片，縄文時代の縄文

土器（深鉢片），石器（石銀），古墳時代の土師器（杯・椀・高杯・柑・壷・嚢・甑），土製品（球状土錘），石

製模造品（剣形品），石製品（臼玉・砥石），ガラス玉，近代の防空兵器に伴う金属部品，鉄器（鍬）等が出土

している。

第2節　基本層序の検討

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行

った。表土除去後に土層確認をしたため，表土は図に表

れていない。第1層上面で遺構の確認をした。観察の結

果は以下の通りである（第4図）。

第1層　　厚さ18－25cmの暗褐色土。炭化粒子とロー

ム粒子を極少量含むソフトローム層である。

第2層　　厚さ21－33cmの褐色土。炭化粒子とローム

粒子を極少量含むソフトローム層である。

第3層　　厚さ6－23cmの褐色土。ロームブロックを

少量，ローム粒子を中量含む層である。A

T層。

第4層　　厚さ6－19cmの褐色土。黒色土ブロックを

含む第2黒色帯（BBⅡ）である。

第5層　　厚さ21－41cmの暗褐色土。炭化粒子と赤色

スコリアを極少量含む第2黒色帯（BBⅡ）

である。

第6層　　厚さ5－19cmの暗褐色土。赤色スコリアを

極少量含む立川ロームの最下層である。

第7層　　厚さ14－20cmの褐色土。炭化粒子と粘土粒

子を極少量含む武蔵野ローム層である。

23．Onl＿＿

第4図　基本土層図

第8層　　厚さ6－27cmのにぷい褐色土。黒色粒子を極少量と粘土粒子を少量含む武蔵野ローム層である。
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第　層　　厚さ　～蟻cmのにぷい褐色士。黒色粒子と赤色粒子　粘土粒子　東京軽石　TP）を含み　極め

て粘性がある。武蔵野ローム層である。

第1時う　　厚さ7－1」－し・nlの吠黄色廿日膏・下末吉U一一ム層に対応する層である、＿、

第3節　遺構と遺物

且　竪穴佳属跡

竪穴住居跡（津l二をf縮一己した、つ、ノ＝∴　遺構と遺物について記戟する＿∴

第瀾考健贋妙（第5　0　6　秒　7図）

位置　調査区中央部，e3宮中「

規模と平面形　長軸3．8511㌦　短軸二王70111の方形である。

主軸方向　N－70J－1一Ⅴ

壁　壁高は3　～般cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。北壁側から炭化材が出土している。

貯蔵宍　北東コーナー部に位置しヂ　長径85cm　短径mcmの楕円形で言采さば39cmである。底面は皿状である。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック中壷，炭化粒召数量

2　にぷい褐色　ローム小ブロック多量，炭化粒子微量

だッ紅　lか所。Piは芦　径25cmの円形で言深さは58cmである。性格は不明である。

炉　酋壁寄りに位置し　径粥cmの不整円形で　床面を5cmほど掘り　ぼめた地床炉である。炉床はタ　赤変硬化

している。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土中ブロック多鼠　焼土太ブロック少鼠　炭化粒子微量

2　にぷい褐色　焼土中ブロック中量，炭化粒子微量

啓豊　9層に分層された。ロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　褐　　　色

ローム粒子中鼠　焼土粒子微量

ロー…ム粒子中量，ローーム小ブロック少量，廃土粒子微量

ローム小ブロック。粒子少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ローム中ブロック中量

ロ…ム小ブロック中量

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック多量，炭化物微量

ローム小ブロック多量

遺物　土師器片153点が出土している。1ほ椀でァ　北東コーナー部の覆土下層から出土している。2～4は高年で，

2Aと4は東部の覆土下層から出土している。2Bは西部の覆土下層と南部の覆土中層から出土した破片が接合

したものである。3ほ北部の覆土上層から出土している。5～8ほ相で，5は北部の覆土下層から出土している。

6ほ西部と南部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。7ほ南東コーナー部の覆土下層から，8は

中央部の覆土下層から出土している。9ほ壷で，北東コーナー部の覆土下層と西部の覆土下層から出土した破片

が接合したものである。10は婆で，北部の覆土下層と南部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所農　本跡はタ　床面から焼土と炭化物が出土していることから，焼失家屋と思われる。本跡の時期はタ　出土土

器から古墳時代中期（5世紀第2四半期頃）と考えられる。
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第5図　第1号住居跡実測図

第1号住居跡出土遺物観測表

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l j　　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

j　　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第6図椀A17．2底部欠損。体部は内攣して立ち上が口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ長石・雲母・砂粒P74　70％　PL7

1 土師器B（14．5）り，口縁部は弱く外反する。 ラナデ。 にぷい橙色

普通

北東コーナー部覆

土下層
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第　困　窮　者健贋跡出藍遺物実測図綾）

図版番号 器　 種 計測値（cmj 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 6 図

2

高　　 杯 A 19 ．8 杯部の破片。杯部は内攣気味 に立ち 口縁部内 ・外面横ナデ。林部外面へ 長石 ・雲母 ・砂粒 P IA　 4 5％　 P L7

土　師 器 B （7 ．1） 上が り，下位 に稜を持つ。脚部 との ラ磨 き，内面磨滅が著 しいため調整 ・ス コリア 東部覆土下層

結合部はソケッ ト状である。 不明。 にぷい黄橙色

普通

A ・B は同一個体

B （10．5）

D 〔16．0〕

脚部 の破片。脚部 は中空でわずかに

膨 らみを持つ。下位 はラ ッパ状に開 く。

脚部外面へ ラ磨き，内面ナデ。 P IB　 3 0％　 PL 7

西部 覆土下層 ・南

部 覆土 中層

3

高　　 年 A 〔1 6．4〕 均部 の破片。杯部 は外傾 して立 ち上 杯部 内 e 外面 ナデ。 長 石 ・雲母 ・砂粒 P 2　 10 ％　 PL 7

土　 師 器 B （7．4） が り，下位に弱 い稜 を持つ。 橙色

普通

北部覆土上層

4

高　　 杯 B （10 ．0） 脚部の破片。脚部は中空で，わずか 脚部外面へ ラ磨 き，内面ナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 3　 35 ％　 PL 7

土 師 器 に膨 らみ を持つ。裾部 はハの字状に

開 く。

にぷい橙色

普通

東部覆土下層

5

用 A lO ．4 休部は横に張 り出す。 日縁部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・雲母 ・砂粒 P 4　 95％　 P L 7

土　 師 器 B ll ．8 気味に立ち上が り，中位に弱い稜を ラ削 り。日縁部内 ・外面，休部外面 ・ス コリア 北部覆土下層

C　 3．6 持つ。 赤彩。 にぷい橙 色　 普通

6

柑 A 12．5 体部 は横 に張 り出 し，目線部は外傾 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・雲 母 ・砂粒 P 5　 7 0％　 P L7

土　 師 器 B 14．2

C　 4．0

して立ち上がる。 ラ削 り。 ・スコ リア

にぷい橙 色　 普 通

北西部 ・南部 覆土

下層

7

柑 B （1 1．3） 休部は横 に張 り出 し，目線部は外傾 目線部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・スコ リア P 6　 9 0％　 PL 7

土　 師 器 C　 4．6 す る。 ラ削 り。 にぷ い橙色

普通

南東 コーナー部覆

土下層

8

緒 B （6．5） 底部から体部の破片。体部は横 に張 休部外面へラ削 り，内面へラナデ。 石英 ・砂粒 P 7　 3 5％　 PL 7

土　 師 器 り出 している。 にぷい橙色

普通

中央部覆土下層

9

ニ士ご箋E A 17．4 体部はやや縦長の球形である。頚部 日縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 石英 ・雲母 ・砂粒 P 8　 90 ％　 PL 7

土　 師 器 B　 31．4

C　 6．0

ほ直立 し， 口縁部は外反する。 ラ削 り，内面へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

北東 コーナー部 ・

西部覆土下層

第 7 図 窯 A 16．4 休部か ら口縁部の破片。休部は，中 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面ナ 長石 ・雲母 ・砂粒 P 9　 65％　 P L7

10 土　 師 器 B 〔2 3．4〕 位 に最大径 を持つ。 目線部 は外反す デ。 ・赤色粒子 北部 ・南部覆土 下

る。 橙色　 普通 層
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第2号健屠跡（第8　◎　9　elOのH図）

位置　調査区中央部，C3IlO区。

規模と平面形　長軸7．17m，短軸6。55mの方形である。

主軸方向　N－54P－1′Ⅴ

壁　壁高は34～55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南コーナー部付近を除き，巡る。上幅11－21cm，下幅3～16cm，深さ4～10cmで，断面形はU字状であ

る。

床　南コーナー部からP3，P5にかけて6cmほどの高まりがあるが，他は平坦である。中央部が硬い。壁側か

ら，焼土と炭化材が出土している。

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，径90cmの円形で言策さほ50cmである。底面は皿状である。

貯蔵穴土層解説

1　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化物少量

2　褐　　色　ローム小ブロック多量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム中・小ブロック中量，焼土粒子少量

ピット　9か所（Pl～P9）。Plは径30cmの円形で，深さは70cmである。P2は長径28cm，短径20cmの楕円形で，

深さは75cmである。P3は径29cmの円形で言采さば77cmである。P4は長径33cm，短径25cmの楕円形で言采さほ

29cmである。Pl～P4ほ主柱穴である。P5は長径45cm，短径30cmの楕円形で，深さは30cmである。出入り施設

に伴うピットと思われる。P6～P9は長径25～36cm，短径18～30cmの円形及び楕円形で言采さば10～78cmであ

る。性格は不明である。

炉　北西壁寄りに位置し，長径76cm，短径47cmの楕円形で，床面を5cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。

炉床は，赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土大ブロック多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

覆土　9層に分層された。ロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・′J、ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・′トブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子中量，焼土粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

7　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片317点，土製品1点，石器6点が出土している。1は椀で，西壁側の覆土下層から出土している。

2～5は高杯である。2ほ東コーナー部の覆土下層から出土している。4は中央部と南部の覆土下層から出土

した破片が接合したものである。5ほ入り口付近の，3は東部の覆土下層から出土している。6・7は相で，

6ほ入り日付近の覆土中層から，7は南コーナー部の覆土下層から出土している。8ほ壷で，南部の覆土下層

から出土している。9～11は嚢で，9　elOは西壁側の覆土下層から，11は北部の覆土中層から出土している。

12は西壁側覆土下層から出土している。13の球状土錘は中央部の覆土中層から出土している。14～17の臼玉は，

西コーナー部の覆土下層から出土している。

所凰　本跡は，床面から焼土と炭化物が出土していることから，焼失家屋と思われる。本跡の時期は，出土土

器から古墳時代中期（5世紀第2四半期頃）と考えられる。
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第2号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器 種 恒 腫 kmラ　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 の色調 ゆ焼成 備　　 考

第m 図

ユ

P ユ0　 85 ％　 PL8

西壁側覆土下層
i内面磨滅∴　　　　　　　　　　　　　 普通

高　　 林　 上 し六両　 脚部は′、い字状 に開 く、林部は内曾　 ＝緑部内 ・外面植ナデ∴林部外面下　 石 英 ・雲母 ・砂粒 P l 1　60 ％　 PL8

2　　 土 師 器　 B 1 3。8　 して立ち上が り　 下位 に弱い稜 を捧　 位へラ削 。脚部外面へラ磨 。　　 橙色 束 コーナー部将士

D 〔ヱ4 誹〕 つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 下層

高　　 杯　 A　ユ9 ．2　 杯部の破片。杯部はわずかに内攣 し　 杯部外面ナデ。外面下位へ ラ削 娠　 雲母 も砂粒 P 12　 40％　 P L8

3　　 土 師 器1 B （6 湖 「て立ち上が 娠 下位 に弱い稜 を持つ。　 内面磨滅が著 しいため調整不明。　　 橙色 東部覆土下層

普通

高　　 杯1 B （6 惑う日揮部の破片。脚部 は中空で，下位 は　 脚部外面へ ラ磨きタ　内面へラナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 13　3 5％　 P L8

4　　 土 師 器　 D 15 。4　 ラッパ状に開 く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙 色 中央部 ・南部覆土

普通 下層

高　 林 「針言宜㍉ 脚部の破 片■蜘部はハの牛 酪 二間 く∴　 脚部外面へ ラ削 り，内面ナナ　　　 長石 ・雲母 ・砂粒 P ユ4　2 5％　 PL 8

5　　 土 師 器 にぷ い橙色

普通

入 り日付近覆土下

層

川　　 A 〔生21 休部は内専 し， 目線部は内攣気味 に　 目線部内 ・外面横ナデ∴休部外面へ　 長 石 ・雲母 ・砂粒 P 1 5　柑 ％　 PL8

6　　 土 師 器　 B　 8 諸＋「立ち上が る。　　　　　　　　　　　 ラ削 り。　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色 入 り日付近覆土中

層C　 3。2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

川 B C 4 ．8日目を部から休部の破片。体部は内攣 し　 体部外面へラ削 軋　 内面磨滅が著 し 石英 ・雲母 ・砂粒 P ユ6　 ユ5％　 PL8

γ　　 十　柚 器 C　 3 。2　 て立ち上がる。　　　　　　　　　　　 いため調整不明。　　　　　　　　　 の赤色粒子

にぷい橙 色　 普通

南 コーナー部 将土

下層

ことご笠E A ＝∴の　 ＝綾 部の破片∴　目線 部は新 年返 し目　 口線部上位内・外面横ナデ∴下位 は， 雲母 ・砂粒 P 17　 10％　 PL 8

8　　 土 師 器　 B 日日お 目隊島　 外反する。　　　　　　　　　 指頭による押症が施されている。　　 にぷい橙 色 南部 将士下層

普通

餐　　 Å　膵。　 丸底で　 体部は球形である。目線部　 日縁部内 e 外面横ナデ。頚部 は縦位 長石 ・砂粒 P 18　 8。％　 PL 8

つ 土 師 器 B 2 5も1 ほ直立 したのち上位で外反するっ のヘラげ 瀾 外面へラ削 り0 にぷい黄橙色

普通

酋壁側覆土下層

髪 A　 号．　 底部 欠損∴休部 は中位 に最大経 を持　 目線部内 ・外面，休部外面 ハケ ＝調　 雲母 ・砂粒 P 19　 70％　 P L8

摘　　 土　 師 器 B （2 4 60う　 つ。頚部は くの字状を皇 し，私縁部つ　璽鮎 橙色 両壁側覆土下層

ほ外傾する。 普通

聾 B 「乱射 底部から休部の破片。底部は突出す　 体部外面へラ削 り。 石英 ・雲母 ・砂粒 P 2 1　 ユ0％　 PL8

1 1　　 士　 柚　器 C 〔7 ．0〕 る。休部は内攣 して立ち上が る。 にぷい橙 色

普通

北部 覆土 中層

第日図　　　 悪 A 〔ユ4諸〕 体部から目線部の破片。体部は内攣　 目線部 内 。外面横ナデ。体部外面へ 長 石 ・雲母 ・砂粒 P 2 0　1 5％　 PL 8

12　　 土 師 器 B （10．小 し，目線部 は外反す る。　　　　　　 ラナデ。　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色 西壁側覆土下層

普通

計　　 測　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　 考
径（cm） 摩さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第1胤 3 i球状土錘
2。4 2。8 0．5 （ユ4の鋸 中央部覆士中層 D P I　　　　　　　　　　　　　　 P L 8

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ラ 重量 （g ）

14 白　　 玉 0．4 0 ．4 0．10 0．1 1 西 コーナー部 覆土下層 Q l　 滑石　　　　　　　　　　 P L 8

15 白　　 玉 0 ．寸 0 ．3 0．10 0．05 西 コーナー部覆土下層 Q 2　 滑石　　　　　　　　　　 P L 8

16 白　　 玉 ′0 ．3 5 0 ．3 0．10 0．10 西 コーナ ー部覆土下層 Q 3　 滑石　　　　　　　　　　 P L 8

17 白　　 玉 ・中 ・3　 m 5 （0．04う 酋 コーナー部覆土下層 Q 4　 滑石 ‾　 欠損　　　　　 P L 8

…15－
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第m困　窮　者住居跡出立遺物実測図綾）
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第3号住居跡（第12。13◎14図）

位置　調査区北部，C4fl区。

規模と平面形　長軸6．70m，短軸6．67mの方形である。

主軸方向　N－420－W

壁　壁高は16～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が硬い。焼土が出土している。

貯蔵巽　南コーナー部に位置し，径87cmの円形で，深さは35cmである。底面は平坦である。

ピット　7か所（Pl－P7）。Plは長径38cm，短径31cmの楕円形で，深さは76cmである。P2ほ径48cmの円形で，

深さは7cmである。P3は径45cmの円形で，深さは76cmである。P4は径35cmの円形で，深さは74cmである。Pl

～P4は主柱穴である。P5～P7は，長径23～75cm，短径18～63cmの円形及び楕円形で，深さは43～54cmである。

性格は不明である。

炉　ほぼ中央に位置し，径54cmの円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉床は，赤変硬

化している。

炉土層解説

1　明赤褐色　焼土大ブロック多量，焼土粒子少量

覆土　8層に分層された。ロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

2

3

4

5

6

7

8

色
色
色
色
色
色
色

褐

　

凋

摘

明
褐
褐
褐
に
褐
明

ローム中ブロック中量

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム中ブロック・炭化物少量

－ム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化物少量

－ム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

－ム中ブロック多量，炭化物微量

－ム粒子多量，ローム中ブロック少量，炭化物微量

焼土粒子多量，ロームノj、ブロック中量，炭化物微量

遺物　土師器片408点，土製品2点，石製品1点が出土している。1～3は杯で，1は南東部の覆土中層から，

3は南西部の覆土下層から，2は貯蔵穴底面から出土している。4。5は高年で，4は南西壁側の覆土下層か

ら，5ほ西コーナー部の覆土上層から出土している。6は相で，西コーナー部の覆土上層から出土した破片と

覆土中層から出土した破片が接合したものである。7は嚢で，南コーナー部の覆土下層から出土した破片と覆

土中層から出土した破片が接合したものである。10は砥石で，南東部の覆土中層から出土している。8　e　9は

球状土錘で，8は南西壁側の覆土下層から，9は北西部の覆土中層から出土している。

所凰　本跡は，床面から焼土が出土していることから，焼失家屋と思われる。本跡の時期は，出土土器から古

墳時代中期（5世紀第2四半期頃）と考えられる。
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第相国　第　号住居跡実測図綾）

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値km j 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第摘図 杯 A 〔1工8〕 丸底。体部は内攣 して立ち上が る。 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・雲母 ・砂粒 P 22　 50％　 P L9

1 土　 師 器 B　 5 ．7 目線部は外傾 し，日録部 と体部の内

面の境に稜 を持つ。

ラ削 り，内面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

南東部覆土 中層

2

捧 A 13 ．4 上げ底で，体部は上位 で強 く内攣 し、 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 石英 ・雲母 ・砂粒 P 23　 3 0％　 P L9

土　 師 器 B　 5．6

C　 3．6

口縁部はほぼ垂直す る。 ラ削 り。 橙色

普通

貯蔵穴底面

3

杯 A 〔14．6〕 上げ底で，休部はわずかに内攣 して 目線部内 の外面樟ナデ。体部外面へ 石英 ・砂 粒 ・赤色 P 2 4　 2 5％　 P L9

土　 師 器 B　 4．6

C　 3．5

立ち上がる。目線部は外反する。 ラ削 り，内面へラ磨 き。 粒子

にぷい橙 色　 普通

南西部 覆土下層

4

高　　 年 B （6．5） 脚部の破片。脚部は中空で，わずか 脚部外面へラ削 り，内面パケ 目調整。 雲母 ・砂粒 P 2 5　 1 5％　 PL 9

土　師 器 に膨 らみ を持つ。脚部下位はハの字

状 に開 く。

にぷい橙 色

普通

南西壁側覆土下層

5

高　　 杯 B （9．3） 脚部の破片。脚部は中空で，わずか 脚部外面へラ削 り，内面縦位のナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 2 6　 1 5％　 PL 9

土　 師 器 に膨 らみ を持つ。 にぷ い黄橙色

普通

酋 コーナー部覆土

上層

－21－



図版番号 器　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第14図 柑 A ll ．1 平底で、体部 は横 に張 り出す。ロ縁部 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・砂粒 P 27　60％　 PL 9

6 土 師 器 B 15 ．7

C　 4．1

は内攣気味 に外傾 して立ち上がる。 ラナデ。 赤色

普通

西コーナー部覆土

上 ・中層

7

要 A 15，8 休部 から□緑部の破片。休部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 雲 母 ・砂粒 ・赤色 P 28　 60 ％　 PL 9

土 師 器 B （19．9） し， 口緑部は外傾す る。 ラ削 り。 粒子

にぷ い黄橙色

普通

南 コー ナー部覆土

下層 ・覆土中層

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第14図 8 球状土錘 2．9 2．5 0．6 （18．0） 南西壁側 覆土下層 D P 2　　　　　　　　　　　　　 P L 9

9 球状土錘 2 ．5 2．7 0．6 （7．0） 北西部覆土 中層 D P 3　　　　　　　　　　　　　 P L 9

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

石　 質 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

10 砥　　 石 （5．6） 5 ．6 3 ．7 （16 0．0） 凝灰岩 Q 5　 南東部 覆土 中層　　　　　　　　 P L 9

兆周5
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第14図　第3号住居跡出土遺物実測図
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第飽考住居跡（第15の16図）

位置　調査区北部，C3e9区。

規模と平面形　長軸6．56Ill，短軸6．51工Tlの方形であるJ

主軸方向　N－33㌧E

壁　壁高は22～34cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Plは径24cmの円形で，深さは20cmである。P2は径26cmの円形で，深さは44cmで

ある。P3は長径23cm，短径20cmの楕円形で，深さは65cmである。P4は径33cmの円形で，深さは15cmである。

Pl～P4ほ主柱穴である。P5は長径72cm，短径61cmの楕円形で，深さは30cmである。性格は不明である。

尊皇12層に分層された。ロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
　
　
　
　
　
　
褐
　
　
　
褐

黒
暗
褐
褐
褐
褐
暗
褐
褐
暗
褐

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子少量
ローム粒子中量，

ローム小ブロック

ローム粒子少量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量

ローム小ブロック少量

・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

炭化粒子微量

ローム小ブロック少量

炭化粒子微量

ローム中ブロック少量

遺物　土師器片330点，石製品1点（砥石）が出土している。1は椀で，中央部の覆土下層から出土している。

2。3ほ高年で，南西コーナー部の覆土中層からそれぞれ出土している。4は相で，南西コーナー部の覆土中

層から出土している。5は壷で，南壁側の覆土中層から出土している。6ほ聾で，東部の覆土下層から出土し

ている。

所凰　本跡の時期は，出土土器から古墳時代中期（5世紀第2四半期頃）と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第16図 椀 A 〔13 ．2〕 底部欠損 。体部は内攣 して立 ち上が 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外面 ナ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 29　 20％　 PL 9

1 土　 師 器 B （7 ．6） り，口縁部 は弱 く外 反する。 デ。 砂粒

橙色　 普通

中央部覆土 下層

2

高　　 杯 A 〔18．4〕 杯部 の破片。杯部 はわずかに内攣 し 臼縁部内 ・外面横ナデ。杯部外面下 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 3 0　2 5％　 P L 9

土 師 器 B （8．3） て立 ち上が り，下位 に稜 を持 つ。 位へ ラ削 り。 砂粒

明赤褐色　 普通

南西 コーナー部覆

土 中層

3

高　　 杯 B （1 0．2） 脚部の破片。脚部は中空で，ハの字 脚部外面 へラ削 り， 内面へラナデ。 長石 e雲母 ・砂粒 P 3 1　30 ％　 PL 9

土 師 器 D 〔1 6．4〕 状 に開 く。 橙色

普通

南西 コーナー部覆

土中層

4

柑 A 12 ．0 口縁部の破 片。ロ縁部は外傾する。 口緑部外面へ ラ磨 き， 内面縦位 のナ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 32　 30％　 PL 9

土　 師 器 B ’（5 ．9） テ㌔ 砂粒 ・赤色粒子

橙色　 普通

南西 コーナー部覆

土中層

5

二士ご笠E A 〔16．6〕 口縁部の破片。頚部はほぼ直立する。 口縁部内 ・外面横ナデ。体部上位外 長石 ・雲母 ・砂粒 P 33　 5 ％　 PL 9

土 師 器 B （6．2） 口縁部 は折 り返 し，外反す る。 面縦位のヘ ラナデ。 にぷい橙色

普通

南壁側覆土 中層

ー23－
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第16図 聾 A 〔30．2〕 体部上位か ら日録部の破片。 口縁部 日経 部内 ・外面 へラナデ。体部外面 雲母 ・砂粒 ・赤色 P 34　 5 ％　 PL 9

6 土 師 器 B （7．5） は外傾す る。 横位 のへラナデ，内面へ ラナデ。 粒子

にぷい褐色　 普通

東部覆土下層

〒「

「　 鶴　 恕
←

年 、

訴用阿　第針等住居跡出土迫物実測囲

0　　　　　　10cm

二二三三∃∈三二二二二二』

第5号住居跡（第17e18◎19図）

位置　調査区北西部，C3b6区。

規模と平面形　長軸3．59m，短軸3。32mの方形である。

主軸方向　N－770－W

壁　壁高は48－62cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，南壁から中央部にかけて硬い。

貯蔵究　南東コーナー部に位置し，長径77cm，短径61cmの楕円形で，深さは28cmである。底面は皿状である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径28cm，短径20cmの楕円形で，深さは8cmである。P2は長径28cm，短径

24cmの楕円形で，深さは7cmである。P3は長径25cm，短径15cmの楕円形で，深さは15cmである。性格は不明で

ある。

炉　西壁寄りに位置し，長径53cm，短径43cmの楕円形で，床面を3cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は，

赤変硬化している。
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炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック少量

尊皇　6層に分層された。ロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　里　　色

2　黒褐色
3　褐　　色

4　黒褐色

5　褐　　色

6　黒褐色

ローム中ブロック・ノトブロック・粒子少量，焼土粒子微量

ローム中ブロック・粒子中量

ローム中ブロック・粒子少量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム中ブロック多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量

遺物　土師器片111点，石製品1点（器種不明）が出土している。1は杯で，中央部の覆土下層から出土して

いる。2～9は高年である。2は中央部の覆土下層から出土した破片と北壁側の覆土中層から出土した破片が

接合したものである。3は北西コーナー部の，8は東コーナー部の，それぞれ覆土中層から出土している。4

ほ南東コーナー部の，6は東部の，7と9は中央部の，それぞれ覆土下層から出土している。5は南東壁側と

炉側の覆土下層から出土している。10は相で，中央部の覆土下層から出土している。11～17は聾である。11は

北コーナー部の覆土中層から，12は北西部の覆土中層から，13は南部の覆土下層から出土している。14は西部

の覆土下層から出土した破片及び中央部の覆土中層から出土した破片と北部の覆土中層から出土した破片が接

合したものである。15は中央部の覆土下層，東部と北部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。

16は西部の覆土中層から，17は北コーナー部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，出土土器から古墳時代中期（5世紀第2四半期頃）と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第18図 杯 A 〔14 ．6〕 底部欠損。体部は上部で強 く内攣 し， 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 3 5　 20 ％　 PL lO

1 土 師 器 B （5 ．1） 口縁部はわずかに外傾す る。 ラ削 り。 砂粒

にぷい黄橙色　 普通

中央部覆土下層

2

高　　 杯 A 〔16．8〕 脚部 はラ ッパ状 に開 く。杯部 は下位 口縁部内 ・外面横 ナデ。杯部外南下 長石 ・雲母 ・砂粒 ・ P 36　 60 ％　 PL lO

土　 師 器 B （11．8） に稜 を持 ち，外反 しなが ら立 ち上が 位 へラナデ。脚部外面斜億 のヘラ削 赤色粒子 中央部覆土下層 ・

る。 り。 にぷ い橙色　 普通 北壁側覆土中層

3

高　　 杯 A 1 7．7 杯部 の破片。杯部は下位に弱い稜 を 杯部上位 内 ・外面横 ナデ。杯部 中位 長石 ・雲母 ・砂粒 P 37　 50％　 PL lO

土 師 器 B （7．2） 持 ち， わずか に外反 しなが ら立ち上 以下外面 へラナデ。 にぷ い橙色 北西 コーナー部覆

が る。 普通 土中層

4

高　　 年 A 18 ．0 杯部の破片。杯部は下位 に弱い稜 を 口縁部内 ・外面横 ナデ。以下内 ・外 長石 ・砂粒 ・赤色 P 3 8　 4 0％　 P L lO

土 師 器 B （8 ．7） 持 ち，わずかに外反 しなが ら立 ち上 面へ ラナデ。 粒子 南東 コーナー部 覆

がる。 にぷい黄橙色　 普通 土下層

5

高　　 杯 A 〔16 ．0〕 杯部の破片。杯部 は下位 に稜 を持 ち， 口縁部内 ・外面横ナデ。以下外面へ 雲母 ・砂粒 P 39 A　 30％　 PLlO

土 師 器 B （6．3） 外傾 して立ち上 がる。 ラ削 り。 にぷい赤褐色

普通

南東壁側 覆土下層

B （9．3）

D 〔17．6〕

脚部の破片。脚部 はラッパ状に開 く。 脚部外面へ ラ削 り，内面へラナデ。 P39 B　 30％　 PLlO

i炉側覆土下層

6

高　　 杯 B （9．7） 脚部 の破片。脚部 は中空で，中位 に 脚部外面へ ラ削 り，内面 ナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 40　 30 ％　 PL lO

土　 師 器 D 〔15．8〕 膨 らみを持つ。裾部は ラッパ状 に開

く。

橙色

普通

東部覆土下層

7

高　　 年 B　 9．7 脚部 と杯部の破片。脚部は ラッパ状 杯部 下位外面縦位 のヘ ラ削 り。脚部 雲母 ・砂粒 P 41　 20 ％　 PL lO

土 師 器 D 〔1 5．0〕 に開 く。 内面 パケ目調整 。 にぷ い橙色

普通

中央部覆土下層

8

高　　 杯 －B （9 ．5） 脚部の破片。脚部は中空で，膨 らみ 脚部外面縦位 のヘ ラ削 り，内面へ ラ 雲母 ・砂粒 P 42　 15％　 P L lO

土 師 器 を持つ。裾部はハの字状 に開 く。 ナデ。 にぷい橙色

普通

東 コーナー部覆土

中層

9

高　　 年 B （7．9） 脚部の破片。脚部 は中空 で， わずか 脚部外面縦位のヘ ラ削 り，内面へ ラ 砂粒 ・ス コリア P 4 3　 10％　 P L lO

土 師 器 に膨 らみを持 つ。裾部 はハ の字状 に

開 く＿。

ナテざ。 にぷい黄褐色

普通

中央部 覆土下層

10

柑 A　 9．5 平底 で，体部 はわず かに内攣す る。 口縁部内 ・外面横ナデ。体 部外面へ 長石 ・雲母 ・砂粒 P 4 4　 9 5％　 PL lO

土 師 器 B　 6．6

C　 3．8

口縁部 は外傾 して立 ち上が り，上位

は内攣気味 に立 ち上がる。

ラ削 り，内面ナデ。輪積 み痕 。 橙 色

普通

中央部 覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値（cmj 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第18図 棄 A 1 5．8 休部か ら日縁 部の破片。体部は内攣 口縁 部外面 へラナデ。体部外面へ ラ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 45　65％　 PLl l

11 土 師 器 B （20．1） し，口縁 部は外 反する。 ナデ。 砂粒

にぷい褐色　 普通

北 コーナー部 覆土

中層

12

棄 A 〔15．8〕 体部か ら目線部 の破 片。体 部は内攣 日録部 内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 雲母 ・砂粒 ・赤色 P 46　45％　 PL l l

土 師 器 B （14 ．の し，口縁部 は外 反する。 面へ ラナデ。 粒子

灰黄褐色　 普 通

北西部覆土 中層

第19回 禁 A 15．9 体部か ら口縁部 の破片。体部 は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 長石 ・雲母 ・砂粒 P 47　30 ％　 PL lO

13 土 師 器 B （12．2） し， 口縁部は外傾す る。 面ナデ。 橙色

普通

南部覆土下層

14

賓 A 〔18．0〕 体部か ら日縁部の破片。 日縁部 は外 日縁部内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・外 雲母 ・砂粒 ・赤色 P 48　 20 ％　 PL lO

土 師 器 B （10．0） 反する。 面ナデ。内面に輪積 み痕 を残す。 粒子

にぷい橙色　 普通

西部覆土下層，中

央部 ・北部覆土中層

15

聾 A 〔18．6〕 体部か ら口縁部 の破 片。体部は内攣 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 雲母 ・砂粒 ・赤色 P 49　 15％　 PLlO

土 師 器 B （1上7） し，日縁部 は上位 で外反する。 ラ削 り， 内面へ ラナデ。 粒子

橙色　 普通

中央部 覆土下層，

東部 弓悟に覆土中層

16

婆 A 19 ．6 休部 から口縁部 の破 片。日縁部 は強 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 石英 ・雲母 ・砂粒 P 50 10 ％　 PL lO

土 師 器 B （5 ．8） く外反す る。 ラ削 り，内面ナデ。 灰黄 褐色

普通

西部覆土 中層

17

襲 A 〔17．8〕 体部か ら口縁部の破片。体部 は内攣 目線部内 。外面横 ナデ。体 部上位外 長石 ・雲母 ・砂粒 P 51 10 ％

土 師 器 B （9．2） し， 日縁部は上位で強 く外反す る。 面縦位のヘ ラナデ。以下 の体部外面 にぷ い黄褐色 北 コーナー部覆土

ヘ ラ削 り，内面ナデ。 普通 中層

曙／苛

E
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第相国　第　号住居跡実測図
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筑相聞　第　号住恩跡出土遺物実測図（2）

第6号住居跡（第20◎21e22。23◎24図）

位置　調査区北部，C3b9区。

規模と平面形　長軸6．15m，短軸6．06mの方形である。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は64－77cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西云－ナ一部を除き，巡る。上幅8－15。m，下幅4－10。m，深さ3～8。mで，断面形はU字状である。

床　貯蔵穴1の周囲は5cmほどの高まりがあるが，他は平坦である。貯蔵穴1から主柱穴の内側にかけての部

分が硬い。北東壁下の壁溝からP2につながる溝が1条ある。長さ150cm，上幅12cm，下幅7cm，深さは9cmで，

断面形はU字状である。壁側から焼土が，中央部から炭化材が検出された。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は，南コーナー部に位置し，径107cmの円形で，深さは38cmである。底面は平坦で

ある。貯蔵穴2は，西コーナー部に位置し，長径65cm，短径53cmの楕円形で，深さは45cmである。底面は皿状

である。

貯蔵穴1土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
3　黒褐色　炭化物多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

貯蔵穴2土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　焼土′トブロック中量，焼土大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径25cmの円形で，深さは62cmである。P2は径21cmの円形で，深さは52cmで

ある。P3は径23cmの円形で，深さは55cmである。P4は長径22cm，短径19cmの楕円形で，深さは57cmである。

Pl～P4は主柱穴である。P5は長径22cm，短径19cmの楕円形で，深さは25cmである。出入り口施設に伴うピッ
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トと思われる。

炉　北西壁寄りに位置し，長径80cm，短径67cmの楕円形で，床面を4cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。

炉床は赤変硬化している。

覆土　6層に分層された。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色
2　黒褐色

3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色

6　暗褐色

ローム小ブロック少量

ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子多量，焼土粒子。炭化粒子微量
ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
焼土中・小ブロック少量

遺物　土師器片680点，土製品1点，石製品8点，ガラス製品3点が出土している。l e2は杯で，1は北壁

側の覆土下層から，2は西コーナー部の覆土下層から出土している。3は椀で，中央部の覆土下層から出土し

ている。4。5は相で，4は南東壁側の覆土下層から，5は覆土中から出土している。6～9は壷で，6。7

は南コーナー部の覆土下層から，8は西部の覆土下層から，9は南コーナー部の覆土中層から出土している。

10～15は嚢で，10は南コーナー部の，Hは西コーナー部の，12。13は西部の覆土下層からそれぞれ出土してい

る。14は南コーナー部の覆土下層から出土した破片と，貯蔵穴から出土した破片が接合したものである。15は

南コーナー部の覆土上e下層から出土した破片と貯蔵穴から出土した破片が接合したものである。16は甑で，

南コーナー部の覆土下層から出土している。17は球状土錘で北コーナー部の覆土下層から出土している。18は

石製模造品の剣形品で，南コーナー部の覆土下層から出土している。20～25は臼玉である。20は南西壁側覆土

下層から，21～25は東コーナー部の覆土下層から出土している。19は不明石器で，東壁側の覆土中層から出土

している。26～28はガラス玉で，東コーナー部の覆土下層から出土している。

新風　本跡の時期は，出土土器から古墳時代中期（5世紀第2四半期頃）と考えられる。

第6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図 杯 A 12 ．7 上げ底。体部は上位で強 く内攣 し， 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 長石 ・石英 ・砂粒 ・ P 52　9 5％　 P Ll l

1 土 師 器 B　 5 ．4

C　 3．6

口縁部は外傾 する。 ラ削 り，内面へ ラ磨 き。 赤色粒子

橙色　 普通

北壁側 覆土下層

2

杯 A ll．2 上 げ底。体部か ら目線部 にかけ，内 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 雲母 ・砂粒 ・赤色 P 5 3　9 5％　 PL l l

土 師 器 B　 5．9

C　 3．7

攣 しなが ら立 ち上 がる。 ラ削 り，内面へ ラナデ。 粒子

明赤褐色　 普 通

西コーナー部覆土

下層

3

椀 A l l。3 体部 は内攣 し， 口縁部 はわずか に外 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 雲母 ・砂粒 ・赤色 P 54　 70 ％　 PL l l

土　 師 器 B　 7．4

C　 4．9

傾す る。 ラ削 り，内面へ ラナデ。 粒 子

にぷい橙色　 普通

中央部覆土下層

4

柑 A　 6．9 上 げ底。体部 は横 に張 り出 し，口縁 口縁 部下位 ，縦位のヘラナデ。体部 長石 ・石英 ・砂粒 ・ P 5 5　95 ％　 PL ll

土　 師 器 B　 6 ．2

C　 3 ．1

部 は内攣気味 に立 ち上がる。 外面 へラ削 り，内面ナデ。 赤色粒子

にぷい黄橙色　 普通

南東壁側覆土下層

5

柑 A 〔8 ．8〕 体部か ら口縁部の破片。目線部は外 日縁部縦位 のヘラナデ。体部外面 へ 石英 ・砂粒 P 56　 30 ％　 PL ll

土 師 器 B （7 ．9） 傾 して立ち上が り，上位で内攣する。 ラナデ。 口縁部 内 ・外面，体部外面 にぷ い橙色 覆土中

端部はつ まみ上げ られている。 赤彩。 普通

6

＝土ご：弓互 A 15 ．6 底部はわずかに突出する。体部 は中 口縁部外面横位 のナデ， 内面横位 の 長石 ・雲母 ・砂粒 ・ P 57　 90 ％　 PL 12

土　 師 器 B　31 ．0 位に最大径を持 つ。口綾部 は折 り返 へ ラナデ。体部外面へ ラ削 り。 赤色粒子 南 コーナー部覆土

C　 8 ．0 し目線 で，わずかに外反 する。 明褐色　 普通 下層

7

土質E A 17．5 底部は突出する。体部 は中位 に最大 日録部上位内 ・外面横 ナデ。下位外 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 58　 90％　 P L 12

土 師 器 B　3 2．4 径 を持 つ。目線部 はわず かに段 を持 面縦位のヘ ラ削 り。体部外面へ ラ削 砂粒 南 コーナー部覆土

C　 7．8 ち，外傾 して立 ち上が る。 り。 暗赤褐色　 普通 下層

8

恵ヨ互 A 〔1 3．0〕 休部 か ら目線部 の破片。体部 は中位 口縁部内 ・外面横ナデ。 雲母 ・砂粒 P 59　3 0％　 P Ll l

土 師 器 B （2 0．1） に最大径 を持つ。 目線部 は折 り返 し

目線で，外反す る。

明赤褐色

普通

西部覆土下層
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第罰困　窮　者健贋跡実測図柄
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第21図　第6号住居跡実測図（2）
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「
第22図　第6号住恩跡出土遺物実測惑（1）

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm」



0　　　　　　　　　　　　10cm

」一二二二二亡二二二二二i
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第2図　第　号住居跡出立遺物実測図綾）



⊂フ
0　　　　　　　　　　　10cm

】　　l　－　　i

◎　◎　◎　⑤　◎　く鼻　6）◎　5

－。．ロ2002一皿22c〇23仁〇24Cロ25Cコ26□27C忌
0　　　　　2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　2cm

L⊥＝」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」⊥　」

第24図　第6号住居跡出土遺物実測図（3）

凶版番号 器　 種 計測値（cm） 音　 形　 の　 特　 徴 ．手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 2図 ∃宣 A 〔16 ．0〕 口 緑 部の破片。頚部はほぼ垂 直に立 口縁部内 ・外面横 ナデ。頚部外面へ 雲母 ・砂粒 P 6 0　 5 ％　 P Ll l

9 土 師 器 B （5 ．2） ち上 がる。口縁部は折 り返 し口縁 で， ラナデ。 にぷい黄橙色 南コーナー部覆土

外傾 する。 普通 中層

第2 3図 棄 A l l ．7 平 底 。休 部は内攣 し，口縁部 は外反 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 雲母 ・砂粒 P 6 1　 95 ％　 PL l l

1 0 土 師 器 B lO ．7

C　 5．8

す る 。 ラ削 り，内面 ナデ。 橙色

普通

南コーナー部覆土

下層

1 1

棄 A 12 ．7 体 部 は 内攣 し， 口綾部 は外傾す る。 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 長石 ・雲母 ・砂粒 ・ P 6 2　 90 ％　 PL ll

土 師 器 B 14 ．6

C　 6．4

ラナ デ。休部内面に輸積み痕を残す。 赤色粒子

にぷ い褐色　 普通

西 コーナ ー部覆土

下層

12

襲 A 1 4 ．0 休 部 は内攣 し， 口縁部 は外傾す る。 口縁部外面下位，縦位のヘラナデ。 砂粒 ・赤色粒子 P 63　 50 ％　 PL ll

土 師 器 B （1 0 ．9） 休 部 外面下位，縦位のヘラ削 り。 にぷ い橙色

普通

西部覆土下層

13

棄 B （10 ．4） 休 部 か ら口縁都の破片。休部は内攣 口縁 部内面へラナデ。休部外面横位 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 64　 30 ％　 PL ll

土　 師 器 して立 ち上がる。口綾部は外反 して

立 ち上が り，下位に弱い稜を もつ。

のヘラ削 り，内面へラナデ。 砂粒

明赤褐色　 普通

両部覆土下層

14

棄 A 18 ．8 底 部 は わずかに突山する。休部は球 口縁部 内 ・外面横 ナデ，下位縦位の 長石 ・雲母 ・砂粒 P 65　 9 0 ％　 P L1 2

土 師 器 B　 36 ．7

C　 7．4

形状 で ，ロ縁部は強 く外反する。 ヘ ラナデ。体部外面へ ラ削 り。 にぷい赤褐色

普通

南 コーナー部覆土

下層 ．貯蔵穴内

15

襲 A 18 ．4 底部 は横 に突出する。体 部は中位 に 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 P 6 6　 9 0 ％　 P L12

土 師 器 B　3 0 ．5

C　 8．0

最 大径 を持 ち，口緑部 は外反す る。 ラ削 り。 にぷい橙色

普通

南コーナー部 覆土

上 ・下層，貯蔵穴内

第 24図 鯨 A 17 ．2 底 部 の 中央部 に大礼が，外周部 に′ト 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 6 7　 9 5 ％　 PL l l

16 土 師 器 B 1 5 ．0 孔 が 穿 たれている。休部 から口縁部 ラ削 り，内面へ ラナデ。 砂粒 ・赤色粒子 南コーナー部 覆土

にか けて内攣 して立 ち上が る。 にぷい橙 色　 普通 下層

凶版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ （cm） 孔 径 （cm） 重 量 （g ）

第 24図 17 球 状 土 錘 2．6 2 ．6 0 ．6 14 ．0 北 コー ナー部覆土下層 D P 4　　　　　　　　　　　　 P L 12
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榔 種別長さ五誌 溺値 巨 質i　　 備　 考
重義事射

第2摘 18 石製鶴 品目 ・ 巨 ・2　 恒 ・4
上告
滑　 石棒 6 踊 羞 如 －上 部覆土下層 P L ユ2

摘　 不明石器 巨 も中 。目　 せ4
纏3 8の

軽　 石極 は 東壁側覆土中層　　　　 P L 12

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値 巨 与 土 地 点

備　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

20 白　　 玉 0．5 0．25 0．1 0言2 南西壁側覆土下層 Q 7　 滑石　　　　　　　　 P L ユ2

2ユ 口　　 上 0．4 0．J 0．1う 0．11 東 コーナー部覆土下層 Q 8　 滑石　　　　　　　　 P L 1 2

22 白　　 玉 0．4 0．ご 0．1 0．08 束 コー ナー部将工下層 Q 9　 滑石　　　　　　　　 P L ユ2

23 白　　 玉 0．7 0．25 0．15 0．15 束 コーナー部将上下層 Q lO　 滑石　 未製品　　　　 P L ユ2

24 白　　 玉 0 ．7 0．25 0．1 0．1（う 東 コーナー部覆土下層 Q 日　 滑石　 未製品　　　　 P L ユ2

2 5 白　　 玉 0 ．7 0．2 0．1 0．13 東 コーナー部覆土下層 Q ユ2　 滑石　 未製品　　　　 P L 12

2 6 ガラス玉 0 ．65 0 ．4 0 ．2 0 ．10 東 コーナー部覆土下層 Q 26　 ガ ラス　　　　　　　 P L ユ2

2 7 ガラス玉 0 ．5 0 ．5 0 ．15 0 ．ユ8 東 コーナー部 将土下層 Q 27　 ガラス　　　　　　　 P L 12

2 8 ガラス玉 0 ．5 0 ．4 0 ．15 0 ．08 東 コーナー部 覆土下層 Q 28　 ガラス　 欠損　　　　 P L 12

表3　実穀寺子酋遺跡住居跡一覧表

擁

主軸方向 平面形
規模 自画

長軸×短軸
壁高km）床面

内　 部　 施　 設 ！炉

覆土 出　 土　 遺　 物 備　 考
壁藩 藩 ビバ 人目

小 渕
N一丁け－W 方　 形 3．85×3．70 35～42 平川 － － － 1 1 － 1 人為 土師器し椀・高i十柑・壷・熱

5世紀第2四半期
焼失家屋

2 ic 3 hO
N－訂－W 方　 形

l
7．17×6．55

i
34－55
！
平坦
l
ほぼ肇
i バ 1

4 ユ
1
1 人為 土師器滅滴村 会覿食紅連泊玉 5僻と第2掲半期焼失家屋

3 ic 4日
N 4 2∴－W 方　 形 6．70×6．67 16～30 平川 － －

4 日
3 － 1 人為 土締碑紳・酢熱．劇犬土鼠砥石

5世紀第2閤半期
焼失家屋

4 ic 3 e9 N－33∴－E 方　 形 6．56×6。51 22～34 平坦 － －
バ

ユ － － 人為 土師器（椀・高士十川・壷・卦 津紀酎甘欄

5 ic 3城 N －77∴－W 方　 形 3．59×3．32 48～62 平坦 － － － 1 3 － 1 人為 土師器叫、・高林・柑・禁） 5世紀第2四半期

6 恒 b9
N 4 1十一W 方　 形 6．15×6．06 64～77 平坦 ほi瑚 1 4 2 － 1 1 自然

土師掛軒掛掛を骨儀吊腋土錘，
剣形品，臼玉，ガラス玉

5世紀第2四半期
焼失家屋

2　井戸跡

井戸跡1基が検出された。

第瑠考井詳静（第25図）

位置　調査区南西部，E2gO区。

規模と形状　長径2．46m，短径1．81mの楕円形で，深さは（2．83）mである。全体形状は漏斗形を呈しており，

上半は逆円錐形，深さ1．10mより下は径0．78mの円筒形である。底面の形状は，途中で掘りこみを中止したた

め，不明である。

長径方向　N－780－E

覆土10層に分層された。ロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，
2　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム中プロ
3　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小プロ
4　褐　　　　色　ローム粒子多量
5　褐　　　　色　ローム小ブロック・粒子中量，
6　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小プロ
7　褐　　　　色　ローム小ブロック・粒子中量，

焼土粒子0炭化粒子微量
ソク少量，炭化粒子微量
ツク少量

炭化粒子微量
ツク中量，炭化粒子少量
炭化粒子少量

8　暗　褐　色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量
9　オリーブ褐色　粘土粒子多量，ローム粒子微量
10　オリーブ褐色　粘土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子少量
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所凰　遺物が出土しなかったため，本跡の時期は不明である。

0　　　　　　　2m

l・　i　　二二」

第錆困　窮　者井戸跡実測図

3　土坑

土坑35基が検出された。時期が分かる土坑については以下で解説し，それ以外の土坑については，一覧表で

記載する。

第33尊皇坑（第26図）

位置　調査区西部，C2h9区。

規模と平面形　長径上75m，短径工53mの楕円形で，深さは38cmである。

長径方向　N－780－W

壁　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　4層に分層された。ロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム中ブロック中最

適物　土師器片44点が出土している。1は壷の目線部片で，覆土中層から出土している。2は甑の底部片で，

覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から古墳時代中期と考えられる。性格は不明である。

第33号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第26図 二士ご∃互 A 〔14 ．4〕 口縁部 の破片。頚部 はほぼ垂直 に立 日縁部内 ・外面横ナデ。頚部外面斜 長石 ・雲母 ・砂粒 P 71　 5 ％　 PL 13

1 土　 師 器 B （6 ．6） ち上がる。 口縁部は折 り返 し口縁で，

外反す る。

位 のへう ナデ，内面ナデ。 灰黄褐色

普通

覆土中層

2

鯨 B （4 ．7） 底部片。単孔式。休部はわずかに内 体部 外面へ ラ削 り，内面へ ラナデ。 雲母 ・砂粒 P 7 2　 10％　 PL 13

土　 師 器 C　 4 ．2 攣 して立 ち上が る。 にぷい橙 色

普通

覆土中層
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第諸因　第期考量坑◎出藍遺物実測図

第35号蓋坑（第27図）

位置　調査区西部，D3g4区。

規模と平面形　径2．08mの円形で，深さは1．70mである。「

長径方向　N－810－W

壁　垂直に立ち上がる。

底面　凹凸である。

二⊥「－、「二＝

旦23．①m

第27劉　誌35号士坑実測趣

㍉∴∴
0　　　　　　　　　　　　2m

L二二l二二ヒ二二二二三

0　　　　　　　10cm

2　　ト一一一1－－－－，－　－－－－－‥－1－

0　　　　　　　2m

』＝二二＿＿「二㌢一一一一一一　一　一一一一一一一一一」

覆土　6層に分層された。人為堆積で，中央部の木柱の周囲に礫が積まれた後に，ロームブロックを含む土で

埋め戻されたものと考えられる。
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土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色

3　暗褐色
4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

ロト…ム粒子多鼠　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子極少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子極少量

ロームノトブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，黒色土大ブロック・ローム太ブロック極少量

ローム小ブロック。粒子多量，ローム中ブロックサ黒色土中ブロック・黒色土粒子中量

ローム中ブロックのローム小ブロックの黒色土粒子中量，ローム粒子・黒色土中ブロック少量，炭化小ブロック極少量

ローム小ブロック。粒子多量，黒色土粒子中量，ローム中ブロック・黒色土小ブロック少量

遺物　中央部で木柱が検出され，その周囲に，径10～20cmの礫23点が円錐状に積まれていた。

所凰　本跡は，第3号軍事施設跡の北西18mに位置し，木柱が完全に腐朽せずに残存していたことから，電柱

跡の可能性がある。

表4　実穀寺子西遺跡土坑一覧表

土塊

番号
位 置

長径方 向

（長軸方向）
平 面 形

規　　 模 ！壁面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　 考 －

長径璃掛華 深さ（cm）

1 E 3 i7 N －440－W 楕 円 形 1．45 ×1．18 13 緩斜 平坦 人為 炭化物

2 E 3 g9 N －73e－E 楕 円 形 3．74 ×1．53 30 緩斜 皿状 人為

3 E 3 f8
！
N －300－E 楕　 円 形 1．92 ×0．87 33 外傾 皿状 人為 土師器

4 E 3 i6 N …250－E 楕　 円　形 2．32 ×1．17 27 緩斜 平坦 人為

5 E 3 h4 N －600－E 楕 円 形 1．96 ×1．23 60 外傾 平坦 人為 土 師器

6 E 3 e6 N －0 0 楕 円 形 2．75 ×1．綿 44 外傾 平坦 人為 土 師器

7 E 3 j4 N －450－E 楕 円 形 2．82 ×1．17 36 外傾 平坦 人為 土 師器

8 E 3 jl N －280－W 〔楕 円 形〕〔1．58〕×1．13 46 緩斜 平坦 人為 SK－ 9 と重複

9 F 3 al N －740－E 〔不 定 形〕 1．63 ×〔1．50〕 43 緩斜 平坦 人為 土師器 SK－ 8 と重複

10 E 3 jl N －740－E 楕 円 形 2．47 ×1．48 21 外傾 平坦 人為

11 E 2 fO 円　　 形 1．50 ×1．46 30 緩斜 皿状 人為 縄文土器

12 E 2 jl N －700－W 楕　円 形 1．17 ×1．03 40 緩斜 凹凸 人為

14 E 3 c l N －180－W 楕 円 形 2．02 ×1．45 90 緩斜 皿状 人為

15 D 2 i5 N －380－W 楕　円 形 1．54 ×1．08 25 緩斜 皿状 人為

16 E l j6 N －240－W 楕　 円　形 1．33 ×0．93 24 緩斜 皿状 人為

20 C 3 d6 N －190－W 楕「円 形 1．20 ×0．76 74 外傾 凹凸 人為 土師器

21 C 2 aO N －120－E 楕　 円 形 3．32 ×2．10 30 緩斜 平坦 人為 土 師器

22 B 3 h3 N －130－E 楕　 円　形 1．34 ×1．15 19 外傾 皿状 人為 土 師器

23 B 3g 4 N －690－W 楕 円 形 1．23 ×0．86 25 緩斜 皿状 人為 土 師器

24 D 3 b 2 N －420－E 楕　 円 形 2．60 ×1．54 80 緩斜 皿状 人為 縄文土器 ・土師器

25 D 3 f3 N －310－W 楕　 円 形 1．20 ×1．00 29 緩斜 皿状 人為

26 D 2 g9 N －240－E 楕　 円 形 1．19 ×0．93 19 緩斜 皿状 人為 土師器

27 D 3 g8 N －230－E 楕　 円 形 1．64　×1．38 40 外傾 凹凸 人為

28 D 3 d9 N －400－E 楕　 円　形 1．53 ×1．37 41 外傾 凹凸 人為

29 D 4 h3 円　　 形 1．70 ×1．64 豆5 緩斜 凹凸 人為

30 ．E 4 d3 N －870－W 不 定 形 5．68 ×2．11 28 緩斜 凹凸 人為

31 E 4 g2 N －4 〇一W 楕　 円　形 1．83 ×1．61 43 緩斜 凹凸 人為

32 E 4 g 3 N －400－E 楕　 円　形 3．50 ×1．91 90 外傾 皿状 人為 土師器

33 C 2h 9 N －780－E 楕　 円 形 1．75 ×1．53 38 外傾 皿状 人為 土師器 （壷 ・甑）

礫 ・木柱

古墳 時代中期

電柱 跡

34 ！

35 i

D 6 a5

D 3 g4

N －450－E 楕　 円　形

円　　 形

1．57 ×1．33

2．08 ×1．94

25

1．70

緩斜

垂直

平由

凹凸

人為

人可
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4　軍事施設跡

5基の軍事施設跡が確認された。出土遺物や現地での聞き取り調査などから，いずれも第二次世界大戦時の

遺構であることが判明している。以下，遺構の形態などについて記載する。

第瑠号軍事施設跡（第28e29図）

位置　調査区北部，C4b3区。

規模と形状　砲台部と弾薬庫，それを囲む掩体からなる。掩体外側での規模，形状は，長軸21．5m，短軸19．1

mの楕円形である。

掩体　上幅0．82～2。00m，下幅5。00～9．08mで，高さは工92mである。断面形は台形状である。砲台部と弾薬

庫を囲んで盛土により構築されている。掩体の東側に，盛土を掘りこんで入り口が設けられている。

覆土　31層に分層された。1層から25層はロームブロックを多量に含み，廃棄後埋め戻された人為堆積と考え

られる。26層から31層は掩体盛土である。

土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子極微巌

2　灰　褐色　ローム粒jプ・中量，ローム′トブロック少量，小礫極微量

3　褐　　色　ローム粒アサ宣，小礫極微蔓

4　暗褐色　ローム粒子・′ト礫極微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・小礫少量，炭化粒子
極微量

6　褐　　色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　暗　褐　色

10　暗褐　色
11灰　褐　色
12　暗　褐　色
13　暗　褐色
14　暗褐色
15　暗褐色
16　暗褐色

ローム粒r・中量

ローム小ブロック・粒子極微巌

ローム粒丁や量，炭化粒r・極微蔓

ローム粒了・・炭化粒子少量

ローム粒子・小礫極微量
ローム小ブロック・粒了一少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

ローム小ブロック・ローム粒了と0小礫少量

ロト…ム粒子・′ト礫少量

ローム粒子少量，炭化粒子極微量

ローム粒了少量，ローム小ブロック極微量

17　褐　　色
18　灰　褐　色
19　暗褐色
20　黒　褐色
21黒褐色
22　褐　　色
23　暗褐色
24　褐　　色
25　暗褐色
26　褐　　色
27　褐　　色

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

喜

∵

吾

二

音

こ

旨

r
l
H
H
　
　
目
　
日
　
　
日

8

　

9

　

0

　

1

⊥

2

　

？

〕

　

3

　

3

ローム粒子少量

ローム粒子少鼠　炭化粒子極微量
ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・小礫少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子極微量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム′トブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒

子極微量

ローム′トブロック・粒子少量

ローム小ブロック・粒子少量，炭化粒子・小礫極微巌
H

 

U

ーム粒子少量，ローム小ブロック極微量
－ム粒子少量，炭化粒子・小礫極微量

砲台部　砲台部は径4．23mの円形で，砲床は一辺2。50mの正人角形のコンクリート製である。中央部からコー

ナーへ放射状に延びる幅15～40cm，深さ40cmの藩が7条確認された。溝中にはボルトが通された木製の角材が

埋め込まれていた。

弾薬庫　砲台部の北に位置し，砲台部と半地下式の通路でむすばれている。縦5。15m，横3．50mの長方形の土

塊で，深さは上90mである。

通路　通路は，東部の入り口から西方に下り勾配で向かい，砲台部と弾薬庫につながっている。上幅上58～

2．00m，下幅0。98～工40m言策さほ0．54～工45mである。壁に沿って，径12～32cmの円形ピットが0．28～工88

mの間隔で確認された。

遺物　鉄製部品3点，合金製部品1点が出土している。

所見　本跡は，掩体内に高角砲の砲床が残っており，本跡の南東側25mに位置する防空指揮所跡と第4号溝で

結ばれていることから，高角砲台跡と考えられる。
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第28図　第1号軍事施設跡実測図（1）

ー41－



G

第29図　第1号軍事施設跡実測図（2）
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第2号軍事施設跡（第30・31・32図）

位置　調査区中央部，D4C6区。

規模と形状1辺が17．0－19．0mの三角形状の掩体と，縦10．5m，横12．7mの不定形の掩体とから成る。

掩体　上幅0．43－2．09m，下幅2．49－7．28mで，高さは1．66mである。断面形は台形状である。

覆土　26層に分層された。ロームブロックを多量に含み，人為堆積と考えられる。

土居解説

1浅黄橙色　ローム中ブロック多量，粘土小ブロック中量
2　明　褐　色　ローム小ブロック多量

3　にぷい褐色　ローム小ブロック多量，粘土′トブロック少量
4　明　褐　色　ローム′トブロック多量，ローム中ブロック中量，

土大ブロック少量

5　浅黄橙色　粘土大ブロック多量，ローム小ブロック中量

6　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量
7　極暗褐色　ローム粒子多量

ぷい褐色　ローム中ブロック多量

粘

9明褐色ローム小ブロック多量
10浅黄橙色粘土大ブロック多量
11明褐色ローム′トブロック多量，ローム粒子少量
12暗褐色ロームノトブロック中量，ローム中ブロック少量
13浅黄橙色ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・粘土中
ブロック少量

14　浅黄橙色　粘土粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ
ロック・粘土中ブロック少量

15　褐　　　色　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック・粘土中

ブロック少量
16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

にぷい褐色　ローム小ブロック多量
戌　黄　色　粘土大ブロック多量
明　褐　色　ローム小ブロック多量
明　褐　色

明　褐　色

明　褐　色

明　褐　色

暗　褐　色

明　褐　色

極暗褐色

ローム中ブロック多量

ローム小ブロック中量，粘土中ブロック少量

ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量
ローム大ブロック多量

ローム大ブロック多量
ローム大ブロック中量

ローム小ブロック多量

明　褐　色　ローム大ブロック多量

測距所跡　三角形状の掩体内の北と東のコーナー部から2基のコンクリート製の台座が検出された。2基の台

座間は，幅1．0m－1．5mのコンクリートの通路でつながれている。北コーナー部の台座は1辺が70cmの正八角

形で，表面は平坦である。東コーナー部の台座は，1辺が70cmの正八角形で，中央部に，平面形が1辺30cmの

正方形で，深さが18cmの窪みがある。測距儀が据えられていたと考えられる。東コーナー部の台座からは，東

方に上幅10－30cm，下幅5－10cmの溝が延びており，第5号軍事施設跡と結ぶ溝につながっている。2基の台

座の周囲には小礫が敷かれている。

部屋跡　測距所跡の西に位置し，幅65－90cmのコンクリート製の階段で結ばれている。縦11．0m，横7．5mの

長方形状の掩体で囲まれ，縦6．38m，横4．00m，深さは2．45mで，厚さ12－40cmのコンクリートで構築されて

いる。コンクリート壁の上部に，径10cmの円形のピットが25－100cmの間隔で確認された。中央部の底面に，

縦90cm，横50cmで，高さが8cmのコンクリートの高まりがある。測距所跡の西部から部屋跡の南東部にかけて，

ー42－
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径10cmの管が，コンクリート製の階段に沿って，設置されている。

溝　本跡を基点として，放射状に延びる4条の溝が確認された。いずれも上幅0．53～0．82m，下幅0．24～0．38

mで言采さば21～28cmであり，断面形は台形状である。第3号溝は，本跡の南部から第3号軍事施設跡まで延

びている。長さは25．0mである。第4号溝は，本跡の北部から第1号軍事施設跡まで延びている。長さは27．0

mである。第5号溝は，本跡の南東部から南東方向に向かい直線的に延びている。長さは13．5m確認できる。

第6号溝は，本跡の東部から第5号軍事施設跡に向かい直線的に延びている。長さは14．5m確認できる。いず

れの溝跡も，本跡から各施設への連絡用のケーブルを埋設した跡と考えられる。

遺物　金属部品1点が出土している。1は不明金属部品である。測距所跡の覆土中から出土している。

所凰　本跡から，コンクリートで構築された部屋跡と測距儀等を設置したと考えられるコンクリート製の台座

が2基確認された。本跡は，軍事施設跡群の中央部に位置し，本跡から，導線が埋設されていたと考えられる

溝が高角砲台跡と電波探信儀施設跡等に向かって放射状に延びていることなどから，各施設に連絡を送る防空

指揮所跡と考えられる。部屋跡は，指令室跡と考えられる。

第2号軍事施設跡出土遺物観察表

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第32図 1 不明鉄製品 21．6 1 7．5 0 ．3 （6 10） 指令室跡 覆土 中 M 8　　　　　　　　　　　　　 P L 13

第32図　第2号軍事施設跡出土造物実測図

－45－
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第3号軍事施設跡（第33図）

位置　調査区南部，D3iO区。

規模と形状　径14．6m，深さ1．25－2．04mの円筒形に掘りこまれている。

ピット　径が10～80cmで，深さが16－100cmの円形または楕円形のピットが方形状に規則的な配置で並んでい

る。

璧　ほぼ垂直に立ち上がる。南西部に，中央部に向かう出入り口施設と思われる，土で造られた幅55～90cmの

階段がある。

尊皇　27層に分層された。ロームブロックを多量に含み，人為堆積と考えられる。廃棄後，埋め戻されたもの

と推定される。

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

説
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
　
　
褐
褐
褐
褐
　
褐
褐
　
褐
　
　
　
褐
褐
褐
褐
褐

解
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
褐
褐
暗
暗
暗
暗
褐
暗
暗
褐
暗
褐
褐
褐
暗
暗
暗
暗
暗

層
土

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

1

8

1

9

2

0

2

1

2

2

2

3

2

4

2

5

2

6

2

7

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化小ブロック・小礫少量

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム小ブロックe粒子多量，炭化小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・小礫微量

－ム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック中量，粘土中ブロック少量，ローム大ブロック・小礫微量

－ム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・石少量，ローム大ブロック微量

－ム中ブロック・小ブロック・粒子多量，炭化粒子微量

－ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

－ム小ブロックe粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

－ム中ブロック・粒子中量，ローム小ブロック少量

－ム粒子少量，ローム大ブロック微量

－ム小ブロック中量

－ム小ブロック・粒子多量

－ム小ブロック・粒子多量，ローム大・中ブロック中量

－ム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒子少量，炭化粒子微量

－ム中ブロック・小ブロック・粒子多量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

－ム大・中ブロック多量

－ム小ブロックe粒子多量，ローム中ブロック中量

－ム小ブロック・ローム粒子・小礫少量，ローム中ブロック微量

－ム粒子中量，粘土大・中・小ブロック少量

－ム中ブロック・小ブロック・粒子中量

－ム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

－ム小ブロック・粒子多量

－ム粒子中量，ローム大e小ブロック少量

－ム小ブロック多量，ローム粒子中量

－ム粒子中量，ローム小ブロック少量

－ム小ブロック・粒子多量，ローム大ブロック微量

－ム粒子少量

－ム粒子少量，ローム中ブロック微量

台座　平面形は1辺が約3．4mの正方形である。コンクリート製である。上面は平坦で，機械を固定したと思

われる鉄杭が7か所，垂直に埋め込まれていた。台座の周囲に小礫が敷かれている。

部屋跡　南西部に位置し，平面形は縦4．0m，横2．5mの長方形である。床面からアース線が出土している。発

動機あるいは発電機が設置された部屋と考えられる。

遺物　鉄製部品76点，プラスチック部品，ガラス片，ビニールコード，両面に赤と黄の色が塗られている布，

ワイヤー，電球の破片が出土している。

所農　本跡は，中央部に頑丈なコンクリート製の台座が1基残っていることから，電波探信儀（レーダー）施

設跡と考えられる。

－46－
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第33図　第3号軍事施設跡実測図
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第磯考軍事施設静（第34図）

位置　調査区西部，D3（16区。、

規模と形状　確認面は径4。70mの円形で撃　中位以下は縦3。20m，横2。50mの長方形である。

壁面　上位は外傾して立ち上がり，中位以下はほぼ垂直に立ち上がる。高さは1．30。m～1．購。mである。

底面　平坦である。

ぽッ　　径　～用cmの円形のピットが8か所，不規則な配置で確認された。

尊堂　5層に分層された。ロームブロックを多量に含み，廃棄後埋め戻された人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロック少量

3　褐　　色　ローム′トブロック・粒子多量，ローム大e中ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子中量

5　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

遺物　遺物は出土していない。

所農　本跡は，確認軋　中央部が窪んでおり完全に埋まっておらず，軍事施設跡群と隣接していることから，

防空砲台に伴う施設跡と考えられる。規模と防空砲台内の設置位置から避難整壕跡の可能性がある。

第鍼図　第　号軍事施設跡実測図
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第5号軍夢施設妙（第35◎36の37回）

位置　調査区東部，D6al区e

規模と形状　砲台部と弾薬庫，それを囲む掩体からなる。掩体外側での規模，形状は，長軸21．0m，短軸17．0

mの楕円形である。

掩体　上幅0。20～I。02mタ　下幅且。20～6．50mでタ　高さはl。68mである。断面形は台形状である。砲台部と弾薬

庫を囲んで盛土により構築されているJ掩体の北東側に，盛土を掘りこんで入り口が設けられている。

尊堂　55層に分層された。ロームブロックを多量に含み，人為堆積と考えられる。30層から55層は掩体構築時

の盛土であり，粘性，締りが強い。10層から29層は第1次の埋め戻し層であり，ロームブロックと粘土ブロッ

クを多く含む層である。堆積状況から営　初めに弾薬庫を埋め戻し，その後夕　弾薬庫と通路が交互に埋め戻され

たと考えられる。2層から9層は第2次の埋め戻し層である。高角砲部品等を取り外した後に再度埋め戻され

た層と推測される。締りがなく柔らかい。1層は人為的に埋め戻された後の自然堆積層である。
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黒 色　ローム粒子極微量
黒褐色　ローム中ブロックe小ブロック。粒子中量，粘土粒子少量，粘土中8小ブロック微量

暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
暗褐色　ローム粒子少量

暗褐　色　ローム粒千少量，ローーム小プロ、ソク微量
黒褐　色　ローム中プロ、ソク・小ブロック・粒子中量，粘土粒千少量，粘土中・小ブロック微量

黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

黒褐　色　ローム粒千・小礫少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土中ブロック・粘土小ブロック微量

暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・粘土小ブロック微量
暗褐色　ローム小ブロック。粒子中量，粘土粒子極微量

暗褐色　ローム中ブロック・′j、ブロックや粒子少量

暗褐色　ローム中ブロック。小ブロックの粒子中量
暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・粘土中ブロック微量

黒褐　色　U一一ム小プロ・ソク・粒子中鼠　ローム中ブロック少鼠　粘土天・中・小ブロック微量

暗褐色　ローム粒子少量
暗褐　色　ロー一一ム粒千中鼠　ローム小プロ、ソク微量

鴫二　掲　色　ローーム小ブロック・粒自敬呈

暗褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック微量

暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・黒色土ブロック少量，ローム中ブロック・粘上中ブロック・粘土小ブロック・小礫微量
暗褐　色　ローーム粒丁ヰ量，ローーム大ブロック少量，ローーム中ブロック・ローーム小ブロック・粘土小ブロック微量

暗褐色　ローム中の小ブロック中量，ローム粒子少量，黒色土小ブロック微量

暗褐色
黒褐色
暗褐色
暗褐色
黒褐色
暗褐色

ローム中ブロック・小ブロックの粒子少量，粘土中e小ブロック極微量
ローlム粒千少量，U一一はム小ブロック・粘土小ブロック微量

ローム粒子中量，粘土粒子少量，ローム小ブロック微量，粘土小ブロック極微量

ローム中・小ブロック多量，ローム粒子中量，粘土中e小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロックの粘土粒子微量
ローム中ブロック・小ブロック・粒千少量，粘土小ブロック・粒千微量

暗褐色　粘土小ブロック少量，ローム小ブロック・粒子微量
極赤褐色　ローム粒子極微量
黒褐色　ローム中ブロック微量，ローム粒子極微量
極暗褐色　ローム粒子微量
褐　　色　ローム太ブロック多量，ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量
黒褐色　ローム粒子微量，小礫極微量
暗褐色　ローム粒子中量，ローム中‥小ブロック少量
暗　褐　色　ローム中・小プロ

暗褐色　ローム粒子多量，

暗褐色　ローム粒子少量，
暗褐色　ローム小ブロック

暗褐色　ローム太ブロック

暗褐色　ローム中ブロック

ツク中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム太ブロック少量，粘土小ブロック微量
ローム中・小ブロック微量

・粒子中量，粘土小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・粘土粒子微量

・粒子微量，ローム粒子少量
・小ブロック・粒子少量

黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック0粒子微量

黒褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・粒子微量，41層より色調が暗い。

黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック。粒子少量

暗褐色　ローム中ブロックe小ブロックe粒子中量
暗褐色　ローム太ブロックe中ブロック㌧小ブロック・粒子中量

暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム太ブロック・中ブロック。粒子少量，粘土太ブロック・中ブロックe小ブロックe粒子微量

褐　　色　ローム粒子多量，ローム中0小ブロック中量，粘土太・中・小ブロック少量
暗褐色　粘土太ブロック中量，ローム粒子・粘土中ブロック・粘土小ブロック少量

褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，ローム大ブロック少量
暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

褐　　色「1－ノF、粒i’・多量，「‾1－ム中・小ブ〔「ノク中量

極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子多量
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第36図　第5号軍事施設跡実測図（2）

砲台部　砲台部は径9．10mの円形である。砲床は一辺2．50mの正人角形のコンクリート製である。中央部から

コーナーに放射状に延びる幅15－40cm，深さ27～40cmの溝が8条確認され，溝中にボルトが通された木製の角

材が埋め込まれていた。

弾薬庫　縦4．38m，横3．20mの長方形で，深さは1．95mである。壁下の底面に径4－10cmの円形のピットが30

－110cmの間隔で確認された。ピット間には，径4－10cmの木材が横に据えられた状態で出土している。

通路　通路は，本跡の北東部の入り口から西に下り勾配で向かい，砲台部と弾薬庫につながっている。ローム

を掘ってつくられた半地下式であり，上幅0．74－1．72m，下幅0．62－1．20m，深さは0．40－1．45mである。両

壁に沿って，径8－16cmの円形のピットが，1．12－1．26mの間隔で確認された。底面には，砂と小礫が敷かれ

ていた。

遺物　鉄製部品122点，合金製部品8点，鉄鍬1点，布切れ，アルミを貼り付けた布が出土している。高角砲

を砲床に固定するための部品と考えられる1のボルトと2のナット，3の止金は，砲床の溝中に埋め込まれた

角材に通された状態で出土している。5の鉄鍬は弾薬庫の底面から出土している。4の導線カバーは砲台部の

覆土中から出土している。

所見　本跡は，掩体内に高角砲の砲床が残っており，本跡の西側40mに位置する防空指揮所跡と第6号溝で結

ばれていることから，高角砲台跡と考えられる。
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第37図　第5号軍事施設跡出土遺物実測図

第5号軍事施設跡出土遺物観察表
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図版番号 種　別

計　　 測　　 値
材　質 出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 孔径（cm）重量（g）

第37図1 ボ　ルト 49．5 2．2 － （1，490） 鉄 高角砲砲床溝中
M 9　　　　　　　　　 P L13

2 ナ　ッ　ト 2．3 4．2 2．0 （120） 鉄 高角砲砲床溝中 M lO　　　　　　　　　 P L13

3 止　　 金 10．5 10．0 3．0 （210） 鉄 高角砲砲床溝中 M ll　　　　　　　　 P L13

4 導線カバー （29．5） 1．2 0．8 （19）ビニール 砲台部覆土中 Y I　　　　　　　　　 P L13

図版番号 種　別

計　　 測　　 値
材　質 出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

5 鍬 23．5 11．1 0．7 （1，410） 鉄 弾薬庫底面 M 12　　　　　　　　　 P L13
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5　遺構外出土遺物

当遺跡からは，遺構に伴わない土器や，土製品，石器夕　石製品，古銭が出土している。ここでは，それらの

出土遺物のうち　縄文土器片膵点　早期　点，前期4点夕　中期6点努　後期3点）について解説し，その他は，

実測図（第38・39・40図）と観察表で報告する。

15～20は条痕文系土器である。15～18は日録部片で，19鰭20は胴部片である。21～24は浮島式期に比定され

る土器である。21～23は目線部片で言太線が施されている。24は胴部片で，貝殻文が施されている。25は中期

前葉の土器の日録部片である。単節縄文RLが施されている。26～30は阿王台式期に比定される土器である。

26～29は日縁部片であり，結節沈線文が施されている。30は胴部片で労　結節洗練文が施されている。31～33は

後期の土器である。31砂32は胴部片で，33は底部片である。31は複節縄文が施され，32e33は単節縄文RLが

施されている。

遺構外出土遺物観察表

図版番号

！

種　 別
計　　 測　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　 考
長さ五m） 幅（cm再 さ cm） 重量 （g ）

第38図 1 泥 面 子 2．3 （2．2） 0．6 （2湖 調査区南西部 D P 5　　　　　　　　　　　　 P L 16

2 泥 面 子 （工9） 2．9 0．7 （3．3） 調査区南西部 D P 6　　　　　　　　　　　　 P L 16

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

石　　 質 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （川） 摩 さ（cm ） 重量 （g ）

第38図 3 剥　　 片 4 ．8 3 ．6 工0 （16 ．0） 頁　　 岩 Q 15　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 4

4 尖　 頭　 器 （5．3） 2 ．3 0 ．9 （9．8） チャー ト Q 1 6　有茎　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 4

5 石　　 放 上8 1．2 0 ．5 （0．6） 流 紋 岩 Q 1 7　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 14

6 石　　 鍍 3．6 上 5 0 ．4 （1．9） チ ャー ト Q 18　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 14

7 石　　 鍍 2．7 上 7 0 ．5 （1．3） チ ャー ト Q 19　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 14

8 石　　 鍍 （1．8） 工7 0 ．4 （1．2） チ ャー ト Q 20　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 14

9 石　　 鉄 1．5 上 45 0．3 （0滴 チ ャー ト Q 2 1　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 14

10 石　　 鍍 （2．5） 1．5 0．4 （1．0） チ ャー ト Q 22　 有茎　　　　　　　　　　　　　 P L 14

H 石製模造品 3．3 L 3 0．3 （工8） 滑　　 石 Q 23　 剣形品　　　　　　　　　　　　 P L 14

1 2 砥　　 石 （8 ．3） （3．3） （2．5） （85 ．0） 凝 灰 岩 Q 14　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 14

1 3 砥　　 石 （13 ．日 3．7 2．1 （13 1良） 凝 灰 岩 Q 2 4　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 14

14 砥　　 石 （7 ．5） 3．4 3．4 （157 ．0） 凝 灰 岩 Q 2 5　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 14
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第39図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第40図　遺構外出土遺物実測図（3）

0　　　　　　　　2cm
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図版番号 銭　 銘
計　　 測　　 値

初　 鋳　 年　 代 備　　　　　 考

径（cm） 厚さ（cm） 穿径（cm） 重量（g）

第40図34 寛永通宝 2．5 0．10 0．65 （2．52） 1736年 M l　 伏見手　　　　　　　 P L 16

35 寛永通宝 2．4 0．06 0．70 （1．60） 1736年 M 2　 伏見手　　　　　　　 P L 16

36 寛永通宝 2．1 0．09 0．65 （1．70） 1736年 M 3　 含二水永　　　　　　 P L 16

37 寛永通宝 2．4 0．13 0．55 （3．68） 1737年 M 4　 小梅手広穿　　　　　 P L 16

38 寛永通宝 2．3 0．11 0．65 （2．34） 1738年 M 5　 秋田大字　　　　　　 P L 16

39 寛永通宝 2．4 0．12 0．60 （3．46） 不　 明 M 6　　　　　　　　　　　　　 P L 16

40 寛永通宝 2．3 0．09 0．60 （1．28） 不　 明 M 7　　　　　　　　　　　　　 P L 16
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第4節　ま　と　め

当遺跡から，古墳時代中期の住居跡6軒と近代の軍事施設跡5基などが確認された。ここでは，古墳時代の

集落の特徴及び軍事施設跡の性格について整理する。

1　古墳時代の集落について

伽　住居跡出土の土師器の特徴と時期

杯　相対的に出土量が少ない。底部は上げ底と丸底がある。目線部は外傾するものと，わずかに外反するも

のがある。体部外面はヘラ削りが施されている。

高杯　相対的に出土量が多い。脚部は中空で膨らむものと，ハの字状に開くものがある。杯部は下位に稜を

持ち，外傾して立ち上がるものと，わずかに外反して立ち上がるものがある。杯部外面にヘラ削りが施

されているものがあり，脚部外面は縦位のへラ削りとヘラ磨きが施されているものがある。

柑　体部は横に張り出している。目線部は内攣気味に外傾して立ち上がる。目線部中位に弱い稜を持つもの

がある。口縁部はヘラナデあるいは横ナデが施され，休部外面は横位のヘラ削りが施されている。

壷　相対的に出土量が少ない。頚部は直立するものがある。目線部は折り返し，あるいは外反するものが多

い。口縁部内。外面は横ナデが施され，頚部に指頭による押圧が施されているものがある。体部外面はヘ

ラ削りが施されている。

婆　底部は下方に突出するものが多い。他に横に突出するものと丸底のものがあるが数は少ない。体部は，

やや縦長の球形状のものが多く見られる。目線部は，外反するものと，直立し上位で外反するものがある。

体部外面はヘラ削りが施されている。パケ目調整されたものが1点伴出している。

当遺跡の住居跡から出土した土師器は，その器形と整形の特徴から，古墳時代中期の土師器をI期からⅣ期

に分類した樫村宣行氏の編年（1）のⅡ期（5世紀第2四半期頃）に相当するものと考えられる。

（2）古墳時代の住居跡について

土器の様相から住居跡間に新旧がやや見られるが，当遺跡では，古墳時代中期の土器分類の一時期程度の間，

低地に面した平坦な台地上に集落が形成され，その後は，人の生活痕は見られなくなる。

第2号住居跡では滑石製臼玉4点が出土し，第6号住居跡では剣形品1点と滑石製臼玉6点，ガラス玉3点

が出土している。住居跡から石製模造品が出土し，出土土器の組成が似ていることなど，当遺跡の集落と実穀

寺子遺跡の集落は共通性がある。

2　軍事施設跡について

（1）阿見地区の海軍基地の防空

阿見町の霞ケ浦西岸に面した平坦な台地上と霞ケ浦湖岸は，第一海軍航空廠，土浦海軍航空隊，霞ケ浦海軍

航空隊など海軍の航空基地と海軍軍需部霞ケ浦支部，海軍経理部支部，海軍気象学校，飛行艇格納庫，中島飛

行機製作所阿見出張所等の軍事関連施設が置かれ（2），海軍の重要な軍事拠点であった。

阿見地区の海軍基地は，陸軍の第12方面軍高射第一師団の防空担当地域内にあるが，海軍航空基地の防衛要

領によると，陸軍の作戦準備及び作戦に協力しながら所在海軍警備部隊をもって防衛する第3種基地であっ

た（3）。海軍は独自に，B29爆撃機やP51艦載機の空襲から軍事施設群を守る必要があったわけである。そのた
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めに設置した施設のひとつが当遺跡で確認された防空砲台跡である。防衛庁所蔵の米軍引渡資料（4）（5）によれば，

防空砲台は当遺跡の防空砲台の他に2か所設置されていた。主に，霞ケ浦海軍航空隊基地の防空を担当した，

土浦市の鳥山の北砲台跡と土浦海軍航空隊基地の防空を担当した，阿見町青宿の青宿高地砲台跡の2か所であ

る（射（53。なお，名称については，陸軍が使っていた高射砲を海軍は高角砲と，高射砲陣地を防空砲台と呼んだ。

（2）防空砲台跡について

調査された防空砲台跡は，烏山の北砲台とともに霞ケ浦海軍航空隊基地の防空を担当した南砲台跡である。

防空施設跡は，防空指揮所跡1基，電波探信儀施設跡1基，高角砲台跡2基，不明施設跡1基の計5基である。

防空施設跡の配置をみると，電波探信儀施設跡と高角砲台跡が防空指揮所跡を囲んでいる。

米軍引渡資料によれば，南砲台に設置されていた兵器の概要（4）は以下のとおりである。

四十五口径十年式12糎高角砲　4基

高射装置　　　　　　　　　　1基

測距儀　　　　　　　　　　　1基

電波探信儀　　　　　　　　　1基

当遺跡の調査区域外には，後述するように高角砲台跡と思われる遺構が2基確認されており，その他測距儀，

電波探信儀などを含め，米軍引渡資料の内容と今回の調査結果はよく一致している。

なお，聞き取り調査によると，南砲台は航空隊の三宅部隊長が率いる天神山三宅部隊が担当し，当遺跡南東

に兵舎が置かれていたということである（6）。

（3）高角砲台跡（第1◎5号軍事施設跡）

2基調査したほかに，高角砲台跡は，調査区城外にさらに2基存在している。1基は当遺跡南東側に隣接す

る雑木林の中にあり，視認できる。もう1基は当遺跡北東側の畑地内に，地図上で掩体の一部と思われる高ま

りが認められるだけである。

調査された2基の高角砲台跡は，規模と内部構造が同じである。高角砲台は主に砲台部と弾薬庫からつくら

れており，砂と小礫が敷かれた半地下式の通路でつながれている。

調査した2基のいずれの遺構からも高角砲は検出されず，砲床の中央部にはコンクリートが爆破されたよう

な跡が残っている。聞き取り調査によれば，戦後，砲床を火薬で爆破して高角砲を取り去ったということであ

る（6）。砲床には言責が放射状に作られており，高角砲は，溝に緩衝材として埋め込まれたと思われる木材にボ

ルトで固定されていたと考えられる。

弾薬庫と通路の上屋構造は不明である。砲弾は出土せず，高角砲の部品の出土も少ない。聞き取り調査によ

ると，戦後，兵舎で使用した井戸に砲弾と金属破片等を投げ捨てたということである（6）。

（4）防空指揮所跡（第2号軍事施設跡）

砲弾発射までには，聴音機，探照灯，電波探信儀等による敵機の捕捉，敵機の位置を計算して予測する測高，

発射という順序がある。防空指揮所は，高角砲台への敵機の位置の連絡等の役割をもった施設であり，この施

設の中で，高角砲隊の観測姓が，弾の炸裂する位置（敵機の未来位置）を求めるための三元（高度，航速，航

路角）（7）を測定し，高角砲台に指令を送っていたと考えられる。当時の軍の部隊間の連絡方法から，防空指揮

所と各軍事施設間は埋設ケーブルで連絡をとり，大隊とは無線で連絡をとっていたと考えられる（鋸。
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2基確認されたコンクリート製の台座は同じ規模である。米軍引渡資料によると測距儀が1基設置されてい

た（4）。測距儀は東コーナー部の溝のある台座に設置されていたと考えられる。

（5）電波探信儀（レーダー）施設跡（第3号軍事施設跡）

米軍引渡資料によると，南砲台には電波探信儀が1基設置されていた（4）。電波探信儀は本跡の中央部に構築

されている頑丈なコンクリート製の台座の上に固定されていたと考えられる。

本跡では，発電機が設置されていたと思われる内部施設跡が確認された。聞き取り調査によると，基地の外

側から，艦船に設置されているようなレーダーが回転する様子が見られ，回転が始まるとB29爆撃機が上空に

飛来した湘ということである。

（6）不明施設跡（第4号軍事施設跡）

他の軍事施設跡と比較して規模が小さく，金属部品等の遺物は出土してない。本跡の性格は不明であるが，

島根県斐川町の平野遺跡の海軍の防空砲台跡では蛤壷（一人用の塑壕）跡が1基確認され（9㌦　三鷹市の羽根沢

台遺跡Ⅱの高射砲陣地跡内では半地下式の避難塑壕跡が確認される（1樋など，陣地跡内で避難壕跡が確認されて

いることからすれば，避難塑壕跡の可能性が考えられる。

（7）阿見地区の他の防空砲台との比較

南砲台とともに霞ケ浦海軍航空隊基地の防空を担当した北砲台，土浦海軍航空隊基地の防空を担当した青宿

高地砲台に設置されていた兵器の概要（4）（5jは，米軍引渡資料によれば以下のとおりである。

北砲台

八九式12。7糎高角砲　　　　　4基

高射装置　　　　　　　　　　1基

測距儀　　　　　　　　　　　1基

15糎探照灯　　　　　　　　　　2基

青宿高地砲台

四十口径三年式8糎高角砲　　2基

五年式二釆半測距儀　　　　　1基

南砲台と北砲台は同規模であり，青宿高地砲台はやや小規模であった（5）と考えられる。

南砲台の4基の高角砲は12糎砲のC型と呼ばれる陸上用砲台と思われ，砲の傭仰，旋回は人力で行われてい

た。北砲台の4基の高角砲は，当時世界的に性能が優秀であったと言われている12．7糎砲で，砲の傭仰，旋回

は電動で行われていた（11）。

南砲台は，昭和17年から艦船に設置され，当時としては最新兵器であった（7j電波探信儀で，北砲台は探照灯

で敵機の捕捉をした。青宿高地砲台については不明である。

以上のことから，霞ケ浦海軍航空隊基地の防空を担当した南砲台と北砲台は，規模は同じであるが，それぞ

れ，異なる兵器により防空にあたっていたことなどが分かった。
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